1950年代におけるフランコ体制の岐路 : 経済成長路線の政治的起源 by 武藤 祥 et al.
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
岐
路
︱
︱
経
済
成
長
路
線
の
政
治
的
起
源
︱
︱
武
藤
祥
は
じ
め
に
序
章
一
九
五
〇
年
代
の
政
治
構
造
第
一
章
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
し
て
第
一
節
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
﹁
対
立
的
共
生
関
係
﹂
第
二
節
﹁
国
民
革
命
﹂
の
実
現
に
向
け
て
第
二
章
﹁
フ
ラ
ン
コ
な
き
フ
ラ
ン
コ
体
制
﹂
に
向
け
て
︱
︱
ア
レ
ー
セ
案
の
構
想
と
挫
折
︱
︱
第
一
節
ア
レ
ー
セ
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
復
帰
第
二
節
ア
レ
ー
セ
の
﹁
施
政
方
針
﹂
︱
︱
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
演
説
︱
︱
第
三
節
﹁
体
制
を
構
築
す
る
﹂
︱
︱
基
本
法
案
の
起
草
過
程
︱
︱
第
四
節
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
反
対
か
ら
ア
レ
ー
セ
案
の
撤
回
へ
第
三
章
﹁
実
効
性
﹂
の
追
求
︱
︱
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
の
放
棄
と
中
央
行
政
の
再
編
︱
︱
第
一
節
経
済
自
由
化
と
介
入
主
義
の
並
存
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第
二
節
経
済
自
由
化
へ
の
最
終
的
転
換
︱
︱
一
九
五
七
年
二
月
の
内
閣
改
造
︱
︱
第
三
節
一
元
的
行
政
機
構
の
形
成
︱
︱
国
家
中
央
行
政
再
編
︱
︱
終
わ
り
に
は
じ
め
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
政
治
学
界
で
広
く
適
用
さ
れ
て
い
る
﹁
権
威
主
義
体
制
﹂
と
い
う
概
念
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
ン
コ
体
制
︵
一
九
三
九
-七
五
年
︶
に
準
拠
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
内
戦
の
さ
な
か
に
形
成
の
端
緒
が
つ
け
ら
れ
、
一
九
四
七
-
四
八
年
に
確
立
さ
れ
、
そ
の
後
多
く
の
変
容
を
遂
げ
な
が
ら
、
一
九
七
五
年
に
フ
ラ
ン
コ
︵
F
ran
cisco
F
ran
co
B
ah
a-
m
on
d
e︶
の
死
に
よ
っ
て
終
結
す
る
ま
で
存
続
し
た
。
そ
の
中
で
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
い
わ
ゆ
る
﹁
開
発
(
)
独
裁
﹂
的
色
彩
の
強
い
体
1
制
へ
と
変
容
し
た
こ
と
が
、
体
制
の
長
期
持
続
の
一
つ
の
鍵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
変
容
過
程
が
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
生
じ
た
か
は
、
政
治
学
的
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
テ
ー
マ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
の
政
治
的
変
容
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
一
九
五
九
年
の
﹁
経
済
安
定
化
計
画
﹂
の
導
入
は
経
済
政
策
の
大
き
な
転
換
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
二
年
前
の
内
閣
改
造
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
在
俗
信
徒
団
体
﹁
オ
プ
ス
・
デ
イ
︵
O
p
u
s
D
ei︶
﹂
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
二
名
が
入
閣
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
分
水
嶺
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
内
戦
終
結
以
来
続
い
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
︵
自
給
自
足
︶
的
経
済
政
策
を
放
棄
し
、
一
九
六
〇
年
代
に
﹁
ス
ペ
イ
ン
の
奇
跡
﹂
と
謳
わ
れ
た
成
長
を
も
た
ら
し
た
転
換
点
だ
っ
た
と
い
う
位
置
づ
け
で
(
)
あ
る
。
2
立教法学 第 76 号（2009)
280
こ
の
見
方
自
体
は
極
め
て
妥
当
で
あ
る
し
、
研
究
者
の
間
で
も
、
一
九
五
七
-五
九
年
か
ら
経
済
発
展
・
開
発
を
特
徴
と
す
る
新
た
な
局
面
が
始
ま
る
︵
さ
ら
に
こ
の
時
点
を
境
に
フ
ラ
ン
コ
体
制
を
前
後
半
に
分
け
る
︶
と
い
う
時
期
区
分
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
合
意
が
で
き
て
(
)
い
る
。
3だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
変
容
を
、
こ
の
よ
う
に
経
済
的
側
面
か
ら
、
も
し
く
は
国
際
社
会
へ
の
復
帰
︵
一
九
五
三
年
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
と
の
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
と
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
・
経
済
協
定
、
一
九
五
五
年
の
国
連
加
盟
な
ど
︶
と
い
う
観
点
か
ら
の・
み・
捉
え
る
こ
と
は
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
以
上
の
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
初
期
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
特
質
が
変
容
/流
動
化
す
る
中
で
生
ま
れ
た
体
制
改
革
の
動
き
を
整
理
し
、
そ
の
中
か
ら
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
成
長
路
線
に
つ
な
が
る
政
治
的
構
図
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
か
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
︵
︶
﹁
開
発
独
裁
﹂
と
い
う
概
念
自
体
、
明
確
な
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
高
橋
進
に
よ
る
﹁
経
済
成
長
の
た
め
に
は
政
治
的
安
定
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
1
政
治
体
制
へ
の
参
加
を
著
し
く
制
限
す
る
独
裁
を
正
当
化
し
て
い
る
体
制
﹂
と
い
う
定
義
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
。
高
橋
進
、﹁
開
発
独
裁
﹂、
同
﹃
国
際
政
治
史
の
理
論
﹄、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
九
五
ペ
ー
ジ
。
ま
た
藤
原
帰
一
は
、
開
発
独
裁
と
い
う
概
念
を
﹁
経
済
発
展
に
よ
っ
て
正
統
性
を
担
保
す
る
政
治
権
力
を
指
す
概
念
﹂
と
定
義
し
た
上
で
、
そ
れ
が
政
治
体
制
の
分
析
概
念
と
し
て
は
貧
弱
な
が
ら
も
、
開
発
と
民
主
主
義
の
ジ
レ
ン
マ
に
切
り
込
ん
だ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
が
ゆ
え
に
流
通
し
た
、
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
藤
原
帰
一
、
﹁﹃
民
主
化
﹄
の
政
治
経
済
学
︱
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
体
制
変
動
︱
﹂、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
、﹃
現
代
日
本
社
会
国
際
比
較
︵
︶﹄、
東
京
大
学
出
版
会
、
3
2
一
九
九
三
年
、
三
二
八
-三
三
〇
ペ
ー
ジ
。
︵
︶
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
経
済
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
C
arlos
B
arciela
y
otros,L
a
E
spañ
a
d
e
F
ran
co︵
1
9
3
9
-1
9
7
5
︶.
E
con
om
ía,M
ad
rid
,S
in
tesis,
2
2001
を
参
照
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
ま
で
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
C
arlos
B
arciela︵
ed
.︶,A
u
tarqu
ía
y
m
ercad
o
n
egro,B
arcelon
a,C
rítica,2003
を
参
照
。
一
九
五
九
年
ま
で
の
経
済
政
策
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
Jord
i
C
atalan
,BF
ran
q
u
ism
o
y
au
tarq
u
ía,1939-1959：
en
foq
u
es
d
e
h
istoria
econ
óm
ica”,A
yer,n
ú
m
.46,2002
を
参
照
。
経
済
安
定
化
計
画
に
関
す
る
日
本
語
で
の
研
究
と
し
て
、
戸
門
一
衛
、﹁
経
済
安
定
化
計
画
の
導
入
背
景
と
展
開
︱
フ
ラ
ン
コ
体
制
最
大
の
経
済
転
換
﹂、﹃
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
﹄
第
二
号
、
一
九
八
四
年
。
︵
︶
ト
ゥ
セ
ー
イ
は
一
九
五
九
-
六
四
年
を
﹁
経
済
安
定
化
計
画
に
よ
る
発
展
︵
開
発
︶
の
時
期
﹂︵
Jav
ier
T
u
sel,L
a
d
ictad
u
ra
d
e
F
ran
co,M
ad
rid
,A
lian
za,
3
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1988,p
p
.251-262︶、
モ
ラ
デ
ィ
エ
リ
ョ
ス
は
一
九
五
九
-
六
九
年
を
﹁
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
開
発
独
裁
的
権
威
主
義
・
経
済
拡
大
の
段
階
﹂︵
E
n
riq
u
e
M
ora-
d
ielos,L
a
E
spañ
a
d
e
F
ran
co︵
1
9
3
9
-1
9
7
5
︶:P
olítica
y
socied
ad
,M
ad
rid
,S
in
tesis,2000,p
.27︶、
ペ
イ
ン
は
一
九
五
七
/五
九
-七
五
年
を
﹁
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
官
僚
的
権
威
主
義
の
段
階
﹂︵
S
tan
ley
G
.P
ay
n
e,T
h
e
F
ran
co
R
egim
e,
1
9
3
6
-1
9
7
5
,
M
ad
ison
,T
h
e
U
n
iv
ersity
of
W
iscon
sin
P
ress,1987,p
p
.
622-623︶、
プ
レ
ス
ト
ン
は
一
九
五
七
-六
九
年
を
﹁
オ
プ
ス
・
デ
イ
と
結
び
つ
い
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
経
済
的
近
代
化
の
段
階
﹂︵
P
au
l
P
reston
,T
h
e
P
oli-
tics
of
R
even
ge,L
on
d
on
,U
n
w
in
H
y
m
an
,1990,p
p
.112-113︶
と
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
て
い
る
。
序
章
一
九
五
〇
年
代
の
政
治
構
造
当
初
、
幾
重
に
も
わ
た
る
困
難
に
見
舞
わ
れ
、
早
晩
崩
壊
が
予
想
さ
れ
た
フ
ラ
ン
コ
政
権
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
の
﹁
国
家
首
長
継
承
法
︵
L
ey
d
e
S
u
ceción
en
la
Jefatu
ra
d
el
(
)
E
stad
o︶
﹂︵
以
下
﹁
継
承
法
﹂
と
略
記
︶
成
立
を
も
っ
て
、
か
な
り
安
定
し
た
基
盤
を
4
持
つ
政
治
体
制
と
し
て
確
立
(
)
し
た
。
こ
の
時
期
︵﹁
体
制
形
成
期
﹂︶
の
統
治
の
特
質
は
以
下
の
四
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
5
①
﹁
勝
者
︵
v
en
ced
ores︶
﹂
と
﹁
敗
者
︵
v
en
cid
os︶
﹂
の
分
断
と
、
後
者
に
対
す
る
苛
烈
な
弾
圧
・
政
治
的
暴
力
、
②
個
人
と
し
て
の
フ
ラ
ン
コ
へ
の
権
威
・
権
力
の
集
中
、
③
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
/
介
入
主
義
政
策
、
④
国
民
の
組
織
化
・
政
治
的
動
員
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
質
は
、
フ
ラ
ン
コ
の
支
配
が
﹁
戦
時
体
制
﹂
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
後
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
な
る
と
、
体
制
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。
第
一
に
、
冷
戦
と
い
う
文
脈
の
中
、
第
二
次
大
戦
終
結
後
続
い
て
い
た
国
際
的
孤
立
が
解
消
さ
れ
た
。
第
二
に
、
内
戦
後
か
ら
続
い
て
い
た
、
左
派
・
旧
共
和
派
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
活
動
が
大
幅
に
弱
体
化
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
懸
案
で
あ
っ
た
体
制
の
﹁
安
全
﹂
は
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
体
制
派
諸
勢
力
の
間
に
は
様
々
な
相
違
・
対
立
が
浮
上
す
る
。
そ
も
そ
も
内
戦
中
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
陣
営
に
結
集
し
た
の
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
国
家
建
設
を
目
指
す
フ
ァ
ラ
(
)
ン
ヘ
か
ら
、
王
政
復
古
を
目
指
す
王
党
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
一
九
世
紀
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
反
動
勢
力
の
カ
ル
リ
ス
タ
6
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ま
で
実
に
様
々
な
勢
力
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
共
通
目
標
で
あ
っ
た
単
一
の
独
立
・
主
権
国
家
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
の
存
続
と
、
左
翼
の
弱
体
化
が
確
実
な
も
の
に
な
る
中
、﹁
戦
時
﹂
の
論
理
に
基
づ
く
統
治
の
妥
当
性
は
揺
ら
ぎ
始
め
た
。
そ
の
結
果
、﹁
形
成
期
﹂
の
重
要
な
ア
ク
タ
ー
の
一
つ
で
あ
っ
た
軍
が
政
治
の
舞
台
か
ら
撤
退
す
る
な
ど
の
変
化
が
起
こ
る
一
方
、
上
述
の
諸
特
質
が
変
容
/
流
動
化
す
る
中
、
体
制
派
内
の
各
政
治
勢
力
か
ら
体
制
改
革
の
動
き
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
体
制
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
を
拡
大
す
る
、
②
フ
ラ
ン
コ
へ
の
権
力
集
中
か
ら
脱
却
し
、
脱
個
人
的
で
制
度
化
さ
れ
た
政
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
、
③
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
・
介
入
主
義
的
経
済
か
ら
、
効
率
的
・
一
元
的
な
経
済
政
策
運
営
へ
転
換
す
る
、
の
三
つ
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
上
述
の
体
制
形
成
期
の
特
質
①
か
ら
③
ま
で
と
対
応
し
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
検
討
す
る
。
︵
︶
B
oletín
O
ficial
d
el
E
stad
o︵
B
O
E
︶,1947.7.27,n
ú
m
.208
4
︵
︶
武
藤
祥
、﹁
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
形
成
︱
﹃
安
全
﹄
と
﹃
正
統
性
﹄
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
三
九
-一
九
四
七
﹂、﹃
国
家
学
会
雑
誌
﹄
第
一
一
六
巻
三
・
四
号
、
二
〇
〇
三
5
年
。
︵
︶
本
稿
で
は
、
組
織
と
し
て
の
単
一
政
党
を
指
す
場
合
に
﹁
Ｆ
Ｅ
Ｔ
︵
F
alan
g
e
E
sp
añ
ola
T
rad
icion
alista
y
d
e
las
JO
N
S
︶﹂・﹁
国
民
運
動
︵
M
ov
im
ien
to
6
N
acion
al︶﹂
と
い
う
語
を
用
い
、
そ
の
中
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
︵
F
alan
g
e
E
sp
añ
ola︶
系
の
指
導
者
・
メ
ン
バ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
を
﹁
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
﹂
と
呼
ぶ
。
第
一
章
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
し
て
一
九
五
〇
年
代
の
体
制
改
革
の
動
き
は
、﹁
開
放
︵
ap
ertu
ra︶
﹂、﹁
自
由
化
︵
lib
eralización
︶
﹂
あ
る
い
は
﹁
正
常
化
︵
n
orm
aliza-
ción
︶
﹂
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
内
戦
の
敗
者
を
社
会
に
統
合
し
、
ま
た
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
幅
広
い
議
論
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
体
制
の
支
持
基
盤
拡
大
と
社
会
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
は
﹁
包
摂
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派
︵
(
)
com
p
ren
siv
os︶
﹂
と
も
呼
ば
れ
、
一
九
五
一
年
七
月
に
国
民
教
育
相
に
就
任
し
た
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
︵
Joaq
u
ín
R
u
iz-
7
G
im
én
ez︶
ら
が
そ
の
代
表
格
と
さ
れ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
な
ど
、
既
存
の
政
治
勢
力
を
横
断
し
て
存
在
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
よ
り
保
守
的
な
立
場
︵﹁
排
除
派
﹂︶
か
ら
は
反
発
が
生
ま
れ
、
両
者
の
間
に
激
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
論
争
が
巻
き
起
こ
(
)
っ
た
。
8だ
が
、
従
来
の
狭
隘
で
抑
圧
的
な
政
治
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
目
指
す
動
き
は
、
決
し
て
単
な
る
言
説
上
の
も
の
で
は
な
く
、
以
下
で
検
討
す
る
よ
う
に
様
々
な
政
治
領
域
で
実
際
に
見
ら
れ
た
。
他
方
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
政
治
史
は
、﹁
包
摂
派
﹂
と
﹁
排
除
派
﹂
と
の
対
立
を
中
心
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
彼
ら
は
共
通
の
政
治
的
目
標
を
持
つ
単
独
の
ア
ク
タ
ー
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
時
期
の
政
治
が
﹁
包
摂
派
-排
除
派
﹂
と
い
う
対
立
軸
の
み
で
動
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
第
一
節
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
﹁
対
立
的
共
生
関
係
﹂
改
革
の
動
き
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
カ
ト
リ
ッ
(
)
ク
界
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
内
戦
勃
発
時
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
陣
営
を
9
﹁
十
字
軍
︵
C
ru
zad
a︶
﹂
と
形
容
し
、
そ
の
正
統
化
に
尽
力
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
二
共
和
制
下
で
行
わ
れ
た
政
教
分
離
を
目
指
し
て
の
諸
改
革
︵
カ
ト
リ
ッ
ク
の
非
国
教
化
、
宗
教
教
育
の
非
義
務
化
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
解
散
令
な
ど
︶
へ
の
強
い
反
発
・
危
機
感
が
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
コ
政
権
側
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
様
々
な
特
権
を
付
与
し
、
両
者
は
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
て
(
)
い
た
。
10
し
か
し
カ
ト
リ
ッ
ク
界
の
体
制
へ
の
支
持
は
必
ず
し
も
無
条
件
な
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
教
育
や
出
版
な
ど
に
お
け
る
影
響
力
の
回
復
を
目
指
し
て
活
発
に
活
動
す
る
よ
う
に
(
)
な
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
政
権
と
11
の
間
に
対
立
が
生
じ
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
体
制
と
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
関
係
に
関
す
る
重
要
な
事
例
を
二
つ
検
討
し
た
い
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
労
働
者
組
織
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
活
動
会
労
働
者
兄
弟
団
︵
H
erm
an
d
ad
O
b
rera
d
e
A
cción
C
atólica,H
O
A
C
︶
﹂
と
、
中
等
教
育
法
改
正
問
題
で
あ
る
。
立教法学 第 76 号（2009)
284
(
)
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ12
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
や
道
徳
が
社
会
の
様
々
な
領
域
で
強
調
さ
れ
、
教
区
で
は
教
会
と
系
列
団
体
が
一
丸
と
な
り
、﹁
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
︵
recatolización
︶
﹂
の
試
み
が
行
わ
(
)
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
荘
厳
な
宗
教
(
)
行
事
や
教
義
に
関
す
る
セ
ミ
13
14
ナ
ー
の
開
催
、
神
学
生
の
(
)
拡
充
か
ら
、
職
業
教
育
、
余
暇
活
動
な
ど
ま
で
多
岐
に
渡
っ
た
。
15
中
で
も
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
界
が
重
視
し
た
の
は
労
働
者
層
の
取
り
込
み
で
あ
っ
た
。
第
二
共
和
政
期
か
ら
内
戦
中
に
か
け
て
、
労
働
者
に
よ
る
教
会
や
聖
職
者
へ
の
攻
撃
が
各
地
で
見
ら
れ
、
高
位
聖
職
者
層
は
そ
の
原
因
を
、
労
働
者
層
へ
の
宗
教
的
指
導
の
欠
如
に
あ
る
と
考
え
た
。
教
皇
ピ
ウ
ス
一
二
世
も
、
ス
ペ
イ
ン
の
首
座
大
司
教
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
︵
E
n
riq
u
e
P
la
y
D
en
iel︶
に
対
し
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
教
会
と
労
働
者
と
が
乖
離
し
て
い
る
現
状
に
懸
念
を
伝
(
)
え
た
。
こ
う
し
て
一
九
四
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
16
ク
活
動
会
︵
A
cción
(
)
C
atólica︶
内
に
お
い
て
、
同
組
織
の
労
働
者
部
門
を
作
る
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
現
17
実
に
な
っ
た
組
織
が
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
で
あ
る
。
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
が
歩
み
を
始
め
る
の
は
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
一
回
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
全
国
週
間
︵
I
S
em
an
a
N
acion
al
d
e
H
O
A
C
︶
﹂
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
閉
幕
に
際
し
、﹁
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
に
は
ス
ペ
イ
ン
に
教
会
の
社
会
教
義
を
普
及
さ
せ
、
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
、
社
会
問
題
の
キ
リ
ス
ト
教
的
解
決
の
妥
当
性
を
護
る
た
め
の
、
純
粋
に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
労
働
者
組
織
を
作
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
﹂
と
宣
言
さ
(
)
れ
た
。
18
だ
が
、
労
使
協
同
の
垂
直
組
合
が
唯
一
の
公
認
労
組
で
あ
る
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
は
、
自
律
的
な
労
働
者
組
織
を
創
設
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
も
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
労
働
者
組
織
は
、
高
位
聖
職
者
層
と
Ａ
Ｃ
に
直
属
す
る
形
で
し
か
成
立
し
得
な
い
と
認
め
て
(
)
い
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
の
中
で
の
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
活
動
は
、
い
か
な
る
帰
結
を
も
た
ら
し
た
19
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
活
動
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
機
関
紙
﹃
ト
ゥ
︵
¡T
ú
!︶
﹄
の
発
行
・
頒
布
で
あ
っ
た
。
政
府
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
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当
初
﹃
ト
ゥ
﹄
へ
の
事
前
検
閲
は
行
わ
れ
ず
、﹃
ト
ゥ
﹄
も
政
治
的
テ
ー
マ
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
だ
が
一
九
四
九
年
頃
か
ら
、
同
紙
で
は
各
地
の
労
働
者
の
窮
状
︵
失
業
、
住
宅
不
足
、
イ
ン
フ
レ
な
ど
︶
が
具
体
的
に
指
摘
さ
れ
、
社
会
経
済
制
度
や
政
府
の
政
策
に
対
す
る
非
難
も
現
れ
始
(
)
め
た
。
20
こ
う
し
た
動
き
は
、
各
方
面
か
ら
の
反
発
・
非
難
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
前
述
の
通
り
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
は
、
全
て
の
労
働
者
と
資
本
家
を
﹁
生
産
者
︵
p
rod
u
ctores︶
﹂
の
名
の
下
に
単
一
の
組
合
︵
垂
直
組
合
︶
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
階
級
対
立
の
超
克
が
謳
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
、﹁
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
、
垂
直
組
合
を
貶
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
労
組
創
設
の
可
能
性
を
繰
り
返
し
語
る
こ
と
で
、
労
働
者
大
衆
の
間
に
混
乱
の
雰
囲
気
を
生
み
出
し
て
(
)
い
る
﹂
と
映
っ
た
。
ま
た
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
が
共
産
主
義
者
に
よ
る
21
浸
透
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
非
難
も
起
こ
っ
た
。
事
実
、
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
初
期
の
活
動
家
に
は
、
か
つ
て
社
会
主
義
、
共
産
主
義
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
の
組
織
に
属
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
と
(
)
い
う
。
22
そ
し
て
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
に
対
す
る
非
難
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
一
九
五
一
年
春
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
バ
ス
ク
地
方
で
起
こ
っ
た
ゼ
ネ
(
)
ス
ト
で
23
あ
っ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
を
配
布
す
る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
を
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
機
関
紙
﹃
ア
リ
ー
バ
︵
A
rriba︶
﹄
な
ど
は
激
し
く
非
難
し
た
。
四
月
二
四
日
の
同
紙
に
は
、﹁
ス
ペ
イ
ン
人
は
昨
日
よ
り
、
社
会
主
義
者
、
共
産
主
義
者
、
分
離
主
義
者
、
そ
し
て
似
非
カ
ト
リ
ッ
ク
︵
p
seu
d
ocatólicos︶
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る
た
め
に
汚
い
共
謀
を
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
て
い
る
﹂
と
い
う
記
述
が
(
)
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
五
月
一
九
日
に
は
﹁
バ
ス
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
Ｕ
Ｇ
Ｔ
︵
社
会
24
労
働
党
系
労
組
︱
引
用
者
註
︶
、
Ｃ
Ｎ
Ｔ
︵
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
系
労
組
︱
引
用
者
註
︶
、
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
分
子
に
向
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
支
援
と
資
金
が
流
れ
て
い
た
﹂
と
報
じ
ら
れ
て
(
)
い
る
。
25
一
方
カ
ト
リ
ッ
ク
界
の
内
部
に
も
、
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
に
対
し
批
判
的
な
意
見
が
存
在
し
た
。
在
俗
の
エ
リ
ー
ト
信
徒
団
体
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
全
国
布
教
者
協
会
︵
A
sociación
C
atólica
N
acion
ald
e
P
rop
ag
an
d
istas,A
C
N
P
︶
﹂
の
メ
ン
バ
ー
で
、
政
権
と
の
協
調
を
特
に
重
視
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
外
相
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ア
ル
タ
ー
ホ
︵
A
lb
erto
M
artín
A
rtajo︶
は
、
五
一
年
ゼ
ネ
ス
ト
直
後
の
五
月
一
日
に
、
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同
じ
く
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
へ
送
っ
た
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
活
動
会
内
部
に
あ
る
組
織
が
、
た
と
え
宗
教
性
︵
con
fesion
alid
ad
︶
と
い
う
外
套
に
覆
わ
れ
続
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
政
治
-社
会
的
活
動
に
よ
り
教
会
自
体
を
傷
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
組
織
の
権
威
を
下
げ
る
結
果
に
な
る
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
あ
る
国
家
機
関
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
機
関
と
の
衝
突
に
至
る
か
も
し
れ
(
)
な
い
。﹂
26
こ
の
よ
う
な
意
見
が
当
初
よ
り
支
配
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、﹃
ト
ゥ
﹄
の
過
激
な
論
調
や
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
積
極
的
関
与
に
よ
り
、
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
も
は
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
﹁
厄
介
者
﹂
に
な
っ
て
し
ま
い
、
遂
に
は
高
位
聖
職
者
層
か
ら
の
支
持
も
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
は
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
全
国
委
員
会
に
対
し
、
政
府
の
検
閲
を
受
け
た
上
で
﹃
ト
ゥ
﹄
の
発
行
を
続
け
る
か
、
停
止
す
る
か
の
決
断
を
迫
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
同
委
員
会
は
、
一
九
五
一
年
四
月
号
を
最
後
に
﹃
ト
ゥ
﹄
の
発
行
停
止
を
決
定
し
た
。
当
時
、
発
行
部
数
約
四
万
五
〇
〇
〇
部
に
達
し
、
労
働
者
世
界
へ
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
同
紙
の
発
行
停
止
に
よ
り
、
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
以
降
し
ば
ら
く
政
治
の
表
舞
台
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
る
。
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
政
府
・
体
制
内
の
他
勢
力
と
の
軋
轢
を
生
ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
内
部
で
も
、
政
権
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
立
場
の
違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
そ
れ
は
、
中
等
教
育
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
さ
ら
に
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

中
等
教
育
法
改
正
(
)
問
題27
公
教
育
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
が
最
も
重
視
し
た
領
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
は
別
に
独
自
の
教
員
組
織
を
作
り
、
ま
た
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
は
会
員
を
大
学
教
員
ポ
ス
ト
に
送
り
込
む
こ
と
に
努
め
て
(
)
い
た
。
一
方
政
権
側
も
、
内
戦
後
初
の
内
閣
︵
一
28
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九
三
九
年
八
月
八
日
︶
か
ら
一
九
五
一
年
七
月
ま
で
、
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
の
イ
バ
ニ
ェ
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ン
︵
José
Ib
añ
ez
M
artín
︶
を
国
民
教
育
相
に
据
え
る
な
ど
、
教
育
分
野
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
を
優
遇
し
た
。
ま
た
、
大
学
整
備
法
︵
L
ey
d
e
O
rd
en
ación
U
n
iv
ersitar-
ia︶︵
一
九
四
三
年
七
月
二
九
日
︶
第
八
条
、
初
等
教
育
法
︵
L
ey
d
e
E
d
u
cación
P
rim
era︶︵
一
九
四
五
年
七
月
一
七
日
︶
第
三
条
に
お
い
て
、
教
育
に
お
け
る
教
会
の
権
利
が
明
確
に
認
め
ら
れ
た
。
内
戦
中
の
一
九
三
八
年
九
月
二
〇
日
に
発
布
さ
れ
た
中
等
教
育
法
︵
L
ey
d
e
E
n
señ
an
za
M
ed
ia︶
で
は
、
教
会
の
権
利
は
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
私
立
学
校
︵
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
︶
の
国
立
学
校
に
対
す
る
独
立
・
平
等
を
保
障
す
る
も
の
で
、
教
会
側
も
概
ね
同
法
に
満
足
し
て
い
た
。
だ
が
イ
バ
ニ
ェ
ス
・
マ
ル
テ
ィ
ン
を
引
き
継
い
だ
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
、
中
等
教
育
法
の
改
正
を
推
進
す
る
。
彼
も
ま
た
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
国
民
教
育
相
就
任
以
前
は
教
皇
庁
大
使
︵
在
任
一
九
四
八
-五
一
年
︶
と
し
て
、
新
た
な
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
締
結
に
向
け
て
尽
力
し
て
い
た
。
国
民
教
育
相
へ
の
起
用
も
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
と
の
関
係
を
さ
ら
に
強
め
る
と
い
う
フ
ラ
ン
コ
の
意
図
が
働
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
な
ぜ
中
等
教
育
法
の
改
正
を
企
図
し
た
の
か
。
彼
自
身
に
よ
る
覚
書
︵
一
九
五
二
年
一
月
二
(
)
日
付
︶
に
よ
る
と
、
一
九
三
八
年
法
の
主
な
欠
点
は
、
中
等
教
育
課
程
修
了
を
認
定
す
る
国
家
試
験
の
実
施
方
法
と
、
29
生
徒
の
習
熟
度
・
文
化
的
育
成
度
の
不
十
分
さ
に
あ
(
)
っ
た
。
国
家
は
国
民
の
文
化
水
準
と
、
中
等
学
校
卒
業
生
の
専
門
知
識
の
養
成
に
30
注
意
を
払
う
義
務
が
あ
り
、
そ
の
た
め
国
家
に
よ
る
監
査
を
、
私
立
学
校
に
対
し
て
も
有
効
に
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
加
え
て
、
一
九
三
八
年
法
は
内
戦
中
に
発
布
さ
れ
た
も
の
で
、
コ
ル
テ
ス
︵
法
案
審
議
・
作
成
の
た
め
の
議
会
︶
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
教
育
の
質
を
国
家
が
担
保
す
る
こ
と
が
改
正
の
主
旨
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
界
の
意
図
に
反
し
て
中
等
教
育
法
改
正
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
入
閣
後
の
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
必
ず
し
も
カ
ト
リ
ッ
ク
界
の
代
弁
者
と
し
て
行
動
し
た
の
で
は
な
か
(
)
っ
た
。
入
閣
後
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
長
に
31
ラ
イ
ン
︵
P
ed
ro
L
aín
E
n
tralg
o︶
を
、
サ
ラ
マ
ン
カ
大
学
長
に
ト
バ
ー
ル
︵
A
n
ton
io
T
ov
ar︶
を
任
命
し
、
彼
ら
と
協
調
し
て
文
化
・
教
育
政
策
を
推
進
し
た
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
知
的
世
界
に
お
け
る
高
名
な
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
代
初
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頭
に
は
体
制
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
を
拡
大
す
べ
き
と
い
う
路
線
が
、
従
来
の
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
﹂﹁
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
﹂
と
い
っ
た
枠
を
超
え
て
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
内
部
に
も
、
内
戦
か
ら
﹁
形
成
期
﹂
と
は
異
な
り
、
体
制
変
革
を
志
向
す
る
動
き
が
生
ま
れ
て
い
た
点
は
重
要
で
あ
る
︵
本
章
第
二
節
参
照
︶
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
ら
の
動
き
は
政
権
に
と
っ
て
予
想
外
の
こ
と
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
も
、
予
期
せ
ぬ
形
で
政
権
と
の
軋
轢
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
等
教
育
法
改
正
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
系
列
団
体
と
も
当
初
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
二
七
日
の
Ａ
Ｃ
機
関
紙
﹃
エ
ク
レ
シ
ア
︵
E
cclesia︶
﹄
で
は
、
教
育
体
制
が
継
続
し
な
い
こ
と
ほ
ど
有
害
な
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
同
法
の
堅
持
が
主
張
さ
れ
て
(
)
い
る
。
32こ
う
し
た
中
、
改
正
を
め
ぐ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
国
民
教
育
省
と
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
当
初
教
会
側
の
交
渉
主
体
は
、﹁
宗
教
教
育
司
教
委
員
会
︵
C
om
isión
E
p
iscop
al
d
e
E
n
señ
an
za
R
elig
iosa
y
C
ateq
u
ística,C
E
E
︶
﹂
で
あ
(
)
っ
た
。
一
一
月
一
八
日
の
会
合
33
で
Ｃ
Ｅ
Ｅ
は
監
査
の
問
題
を
指
(
)
摘
し
、
教
育
に
関
す
る
法
令
は
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
の
事
前
合
意
な
し
に
は
検
討
せ
ず
、
教
会
学
校
の
国
立
学
校
34
に
対
す
る
独
立
・
平
等
を
尊
重
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
し
た
。
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
こ
れ
ら
を
受
け
入
れ
、
教
会
側
に
相
当
の
配
慮
を
示
し
た
。
一
方
一
一
月
二
九
日
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
と
会
談
し
、
教
会
側
が
中
等
教
育
法
問
題
に
関
し
て
何
ら
か
の
集
団
的
宣
言
を
出
す
場
合
、
政
府
へ
事
前
通
知
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
は
、
そ
の
よ
う
な
予
定
は
な
い
と
し
た
上
で
、
高
位
聖
職
者
層
は
原
理
・
原
則
の
擁
護
の
み
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
専
門
的
・
技
術
的
問
題
の
検
討
は
政
府
の
専
権
事
項
で
あ
る
と
(
)
し
た
。
35
こ
う
し
て
交
渉
が
比
較
的
順
調
に
進
む
中
、
こ
れ
を
大
き
く
揺
る
が
す
事
件
が
勃
発
す
る
。
そ
れ
が
﹁
一
二
月
八
日
宣
言
﹂
で
あ
る
。一
二
月
六
日
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
偶
然
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
雑
誌
﹃
ヤ
︵
Y
a︶
﹄
と
﹃
エ
ク
レ
シ
ア
﹄
紙
上
に
お
い
て
、
Ｃ
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Ｅ
Ｅ
の
重
要
な
宣
言
が
公
表
に
向
け
て
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
﹁
一
二
月
八
日
宣
言
﹂
は
強
い
調
子
で
、
か
つ
具
体
的
な
改
革
内
容
︵
中
等
学
校
の
国
立
・
教
会
系
・
私
立
へ
の
三
分
類
、
教
育
機
能
と
試
験
機
能
と
の
分
離
な
ど
︶
に
言
及
し
、
さ
ら
に
法
改
正
に
際
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｅ
へ
の
諮
問
だ
け
で
な
く
そ
の
承
認
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
主
張
を
踏
襲
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
一
一
月
二
九
日
の
会
談
で
の
確
約
を
反
故
に
し
た
形
で
示
さ
れ
た
た
め
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
ら
に
と
っ
て
信
義
に
悖
る
も
の
と
映
っ
た
。
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
へ
の
書
簡
︵
一
二
月
八
日
付
︶
の
中
で
、
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
を
め
ぐ
る
交
渉
の
最
中
、
ま
た
首
座
大
司
教
会
議
︵
C
on
feren
cia
d
e
M
etrop
olitan
o︶︵
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
国
内
最
高
機
関
︱
引
用
者
註
︶
が
国
民
教
育
省
の
改
革
案
を
支
持
し
て
い
る
中
、
こ
の
よ
う
な
文
書
が
公
表
さ
れ
て
は
非
常
に
厄
介
な
事
態
に
な
る
、
と
深
い
懸
念
を
示
し
て
(
)
い
る
。
36
﹁
一
二
月
八
日
宣
言
﹂
の
公
表
は
土
壇
場
で
差
し
止
め
ら
れ
た
が
、
後
に
こ
の
作
成
な
ら
び
に
公
表
計
画
は
バ
レ
ン
シ
ア
大
司
教
オ
ラ
エ
チ
ェ
ア
ら
に
よ
る
独
断
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
は
、
オ
ラ
エ
チ
ェ
ア
に
宛
て
た
書
簡
︵
一
二
月
一
六
(
)
日
付
︶
の
中
で
、﹁
一
二
月
八
日
宣
言
﹂
は
教
義
的
に
誤
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
現
在
交
渉
中
の
問
題
を
、
し
か
も
内
容
37
に
深
く
踏
み
込
ん
で
扱
う
こ
と
で
、
政
府
・
国
立
学
校
教
員
の
反
発
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
ゆ
え
に
不
適
切
で
あ
る
と
し
た
。
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
は
ま
た
、
二
月
二
八
日
の
(
)
書
簡
で
、
政
府
の
高
位
聖
職
者
層
に
対
す
る
信
頼
が
崩
壊
し
、
さ
ら
に
高
位
聖
職
者
層
内
部
38
の
不
一
致
、
権
威
の
失
墜
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は
重
大
な
損
害
で
あ
る
と
し
て
、
オ
ラ
エ
チ
ェ
ア
を
厳
し
く
非
難
し
た
。
改
正
の
具
体
的
内
容
を
め
ぐ
る
対
立
・
不
一
致
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
政
府
と
教
会
は
双
方
と
も
あ
く
ま
で
も
交
渉
・
対
話
の
枠
組
を
維
持
し
、
合
意
の
下
で
改
革
を
行
う
意
思
を
持
っ
て
い
た
。
オ
ラ
エ
チ
ェ
ア
ら
の
行
動
は
明
ら
か
に
こ
の
枠
組
を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
﹁
一
二
月
八
日
宣
言
﹂
事
件
を
受
け
て
、
政
府
は
Ｃ
Ｅ
Ｅ
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
首
座
大
司
教
会
議
な
ら
び
に
教
皇
庁
と
直
接
交
渉
す
る
こ
と
と
な
(
)
っ
た
。
39
翌
一
九
五
二
年
の
三
月
一
二
日
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
に
新
中
等
教
育
法
の
(
)
草
案
を
送
付
す
る
。
そ
の
後
40
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幾
度
か
の
交
渉
を
重
ね
、
六
月
初
旬
に
政
府
は
最
(
)
終
案
を
作
成
し
た
。
41
最
終
案
で
は
私
立
学
校
・
教
会
系
学
校
の
社
会
的
役
割
と
、
そ
れ
に
対
す
る
国
家
の
経
済
・
財
政
的
支
援
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
教
会
系
学
校
が
自
律
的
な
監
査
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
修
了
を
認
定
す
る
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
国
立
学
校
と
私
立
・
教
会
系
学
校
の
差
異
は
撤
廃
さ
れ
た
も
の
の
、
国
民
教
育
省
任
命
の
監
査
官
が
加
わ
る
と
い
う
規
定
は
堅
持
さ
れ
た
。
こ
こ
で
事
前
交
渉
は
第
一
段
階
を
終
え
、
六
月
一
四
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
中
等
教
育
法
案
を
コ
ル
テ
ス
に
送
付
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
幾
度
か
の
交
渉
を
経
て
、
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
は
一
二
月
一
二
日
、
修
正
の
大
部
分
を
受
け
入
れ
た
旨
の
書
簡
を
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
へ
送
っ
た
。
こ
う
し
て
一
年
以
上
に
渡
る
困
難
な
交
渉
の
結
果
、
つ
い
に
教
会
と
政
府
は
、
中
等
教
育
法
案
に
関
し
て
最
終
的
に
合
意
し
た
の
で
あ
る
。
翌
一
九
五
三
年
二
月
二
五
日
の
コ
ル
テ
ス
に
お
い
て
中
等
教
育
法
は
成
立
し
た
。
三
月
七
日
の
﹃
エ
ク
レ
シ
ア
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
(
)
論
説
に
は
、
交
渉
開
始
時
か
ら
の
教
会
の
立
場
の
変
遷
が
表
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
42
ち
、
当
初
は
﹁
教
会
の
教
育
権
と
い
う
原
則
を
明
確
に
認
め
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
践
に
お
い
て
教
会
系
学
校
の
自
由
・
独
立
・
国
立
学
校
に
対
す
る
平
等
は
認
め
ら
れ
て
い
る
﹂
ゆ
え
に
一
九
三
八
年
法
の
改
正
に
反
対
だ
っ
た
が
、﹁
実
践
に
関
し
て
改
善
の
余
地
は
あ
る
が
、
教
会
の
教
育
権
を
明
確
に
認
め
る
﹂
ゆ
え
に
新
法
を
容
認
す
る
と
い
う
立
場
へ
変
わ
る
の
で
あ
る
。
中
等
教
育
法
改
正
は
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
界
か
ら
生
ま
れ
、
知
的
世
界
に
お
け
る
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
勢
力
も
同
調
し
た
改
革
運
動
で
あ
っ
た
。
同
法
第
三
条
に
﹁
中
等
教
育
の
目
標
は
、
青
少
年
の
人
間
形
成
と
、
よ
り
才
能
あ
る
者
が
高
等
教
育
を
受
け
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
改
正
の
主
旨
が
有
能
な
人
材
に
教
育
の
機
会
を
与
え
、
ま
た
教
育
の
質
を
国
家
が
担
保
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
は
疑
い
得
な
い
。
だ
が
﹁
教
育
権
は
第
一
義
的
に
は
家
族
、
そ
し
て
教
会
に
属
す
る
﹂
と
繰
り
返
し
主
張
し
、
教
育
に
お
け
る
支
配
的
地
位
の
回
復
を
目
指
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
の
計
画
は
国
家
に
よ
る
教
育
の
独
占
に
つ
な
が
る
と
し
て
強
く
反
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
本
節
の
事
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
体
制
と
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
関
係
は
単
な
る
﹁
蜜
月
期
﹂
と
し
て
で
は
な
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く
、
協
調
と
対
立
と
い
う
両
義
的
な
性
格
を
持
つ
、
エ
ル
メ
︵
G
u
y
H
erm
et︶
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
﹁
対
立
的
共
生
関
係
︵
relación
d
e
con
n
iv
en
cia
con
flictiv
a︶
﹂
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
(
)
ろ
う
。
一
九
五
三
年
八
月
に
締
結
さ
れ
た
コ
ン
コ
ル
ダ
(
)
ー
ト
も
、
こ
う
し
た
43
44
関
係
の
定
式
化
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
界
は
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
政
治
的
正
統
性
は
絶
対
的
に
擁
護
し
つ
つ
も
、
社
会
的
・
道
徳
的
見
地
か
ら
政
府
の
政
策
を
批
判
す
る
と
い
う
立
場
を
継
続
す
る
。﹃
ト
ゥ
﹄
ほ
ど
過
激
な
論
調
で
は
な
い
も
の
の
、﹃
エ
ク
レ
シ
ア
﹄
や
イ
エ
ズ
ス
会
発
行
の
﹃
ラ
ソ
ン
・
イ
・
フ
ェ
︵
R
azón
y
F
e︶
﹄
と
い
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
出
版
物
に
は
、
社
会
・
経
済
問
題
を
鋭
く
指
摘
・
批
判
し
た
論
説
が
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
関
係
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
が
体
制
の
政
治
的
正
統
性
を
承
認
す
る
限
り
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
章
で
見
る
、
脱
個
人
的
で
制
度
化
さ
れ
た
体
制
へ
と
改
革
す
る
試
み
は
、
そ
の
正
統
性
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で
あ
り
、
そ
の
時
教
会
は
、﹁
対
立
的
共
生
関
係
﹂
の
枠
を
超
え
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
節
﹁
国
民
革
命
﹂
の
実
現
に
向
け
て
﹁
形
成
期
﹂
に
お
け
る
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
役
割
の
(
)
変
遷
1
45
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
、
内
戦
中
の
一
九
三
七
年
四
月
、﹁
政
党
統
合
令
﹂
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
や
カ
ル
リ
ス
タ
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
陣
営
に
結
集
し
た
諸
勢
力
を
﹁
上
か
ら
﹂
統
合
し
て
結
成
さ
れ
た
政
治
組
織
で
あ
っ
た
。
内
戦
終
結
直
後
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
人
的
な
面
で
政
府
と
強
く
結
び
つ
き
、
ま
た
傘
下
組
織
に
よ
る
国
民
の
動
員
・
組
織
化
を
試
み
た
。
だ
が
現
実
に
は
、
地
方
で
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
国
家
行
政
機
関
と
の
混
在
・
衝
突
が
、
そ
し
て
社
会
の
領
域
に
お
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
系
組
織
な
ど
と
の
競
合
が
頻
発
し
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
影
響
力
拡
大
に
と
っ
て
大
き
な
桎
梏
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
一
九
四
一
年
五
月
よ
り
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
︵
S
ecretario
G
en
eral︶
に
就
任
し
た
ア
レ
ー
セ
︵
José
L
u
is
d
e
A
rrese︶
は
、
国
民
を
組
織
化
・
動
員
す
る
単
一
政
党
か
ら
、
国
家
機
構
と
の
協
調
を
重
視
し
た
、
社
会
の
教
化
・
統
合
の
た
め
の
機
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関
へ
と
転
換
す
べ
く
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
再
編
に
着
手
す
る
。
彼
の
手
に
よ
り
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
そ
れ
ま
で
保
持
し
て
い
た
行
政
的
機
能
の
多
く
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
加
え
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
枢
軸
国
の
劣
勢
で
あ
る
。
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
政
党
で
は
な
く
、
国
家
と
社
会
と
を
つ
な
ぐ
﹁
運
動
﹂
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
は
、
一
九
四
二
-四
三
年
ご
ろ
か
ら
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
と
呼
応
し
て
、
政
権
当
事
者
た
ち
の
間
で
は
﹁
Ｆ
Ｅ
Ｔ
﹂
に
代
わ
り
﹁
国
民
運
動
﹂
と
い
う
呼
称
が
多
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
枢
軸
国
の
敗
北
に
よ
り
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
政
治
的
影
響
力
は
大
き
く
減
退
す
る
。
同
時
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
役
割
縮
小
も
い
っ
そ
う
進
み
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
職
は
一
九
四
五
年
七
月
の
内
閣
改
造
時
に
閣
僚
ポ
ス
ト
の
地
位
を
失
う
に
至
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
戦
末
期
か
ら
、
体
制
の
正
統
性
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
再
定
義
さ
れ
て
き
た
Ｆ
Ｅ
Ｔ
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
の
再
定
義
2一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
独
伊
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
明
確
に
異
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
上
で
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
が
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
垂
直
組
合
を
中
心
と
し
た
政
治
・
社
会
・
経
済
体
制
の
構
築
︵﹁
国
民
革
命
﹂
と
呼
ば
れ
た
︶
の
基
礎
と
し
て
、
フ
ラ
ン
コ
や
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
︵
R
aim
u
n
d
o
F
ern
án
d
ez-C
u
esta︶
、
労
相
ヒ
ロ
ン
︵
José
A
n
ton
io
G
irón
︶
ら
に
よ
っ
て
、
声
高
に
訴
え
ら
れ
た
。
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
二
日
、
レ
オ
ン
で
の
道
路
開
通
式
に
出
席
し
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
は
、
演
説
で
﹁
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
は
最
も
確
実
・
効
率
的
・
そ
し
て
真
に
革
命
的
な
政
治
路
線
で
あ
り
、︵
今
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
︶
ス
ペ
イ
ン
の
利
益
の
真
の
防
衛
者
で
あ
る
﹂
と
述
(
)
べ
た
。
ま
た
、
一
九
五
一
年
七
月
の
内
閣
改
造
時
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
は
閣
僚
の
地
位
を
回
46
復
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
に
対
し
、
よ
り
積
極
的
な
意
義
を
与
え
る
動
き
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
で
は
、
再
定
義
さ
れ
た
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
第
一
に
、
国
の
分
断
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
自
由
主
義
シ
ス
テ
ム
・
議
会
政
治
な
ら
び
に
政
党
の
存
在
は
一
切
否
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
当
然
Ｆ
Ｅ
Ｔ
も
国
民
を
導
く
単
一
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政
党
と
し
て
で
は
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
の
統
一
性
を
保
障
す
る
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
第
二
に
、
資
本
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
双
方
が
否
定
さ
れ
た
上
で
、
生
産
の
拡
大
、
富
の
公
正
な
再
分
配
を
実
現
す
る
た
め
、
国
家
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
階
級
対
立
や
党
派
対
立
の
な
い
、
統
一
的
で
調
和
し
た
社
会
を
目
指
す
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
性
質
の
強
い
教
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
そ
の
統
一
性
を
維
持
す
る
た
め
の
中
心
的
理
念
と
し
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
、
反
共
主
義
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
再
定
義
の
背
景
と
し
て
は
、
冷
戦
の
激
化
と
と
も
に
国
際
情
勢
の
潮
流
が
﹁
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
﹂
か
ら
﹁
反
共
﹂
へ
と
変
容
し
、
ス
ペ
イ
ン
も
積
極
的
に
西
側
の
一
員
と
し
て
自
ら
を
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
に
、
そ
し
て
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
も
、﹁
戦
時
﹂
の
論
理
が
妥
当
し
な
く
な
り
、
新
た
な
国
民
統
合
の
た
め
の
理
念
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
動
き
の
ピ
ー
ク
が
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
第
一
回
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
大
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
三
日
、
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
リ
モ
・
デ
・
リ
ベ
ー
ラ
︵
José
A
n
ton
io
P
rim
o
d
e
R
iv
era︶
が
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
の
創
設
を
宣
言
し
て
か
ら
二
〇
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
史
上
初
の
、
そ
し
て
結
局
は
唯
一
の
全
国
大
会
で
あ
っ
た
。
本
大
会
に
先
立
ち
、
各
県
指
導
部
な
ど
か
ら
の
代
表
者
に
よ
る
一
〇
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
各
テ
ー
マ
に
関
す
る
問
題
状
況
や
対
策
な
ど
が
示
さ
(
)
れ
た
。
47
こ
れ
を
踏
ま
え
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
本
会
議
が
開
催
さ
れ
、
最
終
日
︵
一
〇
月
二
八
日
︶
の
総
会
に
お
い
て
二
三
の
決
議
が
採
択
さ
(
)
れ
た
。
例
え
ば
、﹁
国
民
所
得
の
よ
り
公
正
な
分
配
と
、
生
産
の
拡
大
・
所
得
そ
の
も
の
の
増
加
を
両
立
さ
せ
る
。
購
買
力
の
増
大
48
を
通
じ
た
巨
大
な
国
内
市
場
の
形
成
。
財
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
﹂︵
決
議
七
︶
、﹁
市
場
の
公
平
性
を
守
る
た
め
、
国
家
に
よ
る
投
資
政
策
を
継
続
す
る
﹂︵
同
八
︶
、﹁
垂
直
組
合
は
、
現
在
他
の
組
織
と
共
有
し
て
い
る
︵
し
た
が
っ
て
垂
直
組
合
の
有
効
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
︶
機
能
を
集
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂︵
同
一
〇
︶
、﹁
基
本
賃
金
と
物
価
変
動
を
連
動
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
で
、
賃
金
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を
公
正
に
管
理
す
る
。
ま
た
、
生
産
物
の
値
下
げ
と
必
需
物
資
︵
建
築
資
材
、
衣
類
、
食
糧
︶
の
大
規
模
な
輸
入
を
行
う
﹂︵
同
一
三
︶
な
ど
で
あ
る
。
閉
会
演
説
で
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
は
、﹁
国
民
運
動
は
反
(
)
革
命
の
側
に
立
つ
諸
勢
力
の
集
合
だ
が
、
そ
れ
は
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
49
の
教
義
と
そ
の
全
国
指
導
者
の
規
律
を
受
け
入
れ
る
者
の
み
か
ら
な
る
。︵
中
略
︶
国
家
は
政
治
的
基
盤
、
教
義
、
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
そ
れ
ら
を
国
民
運
動
の
お
か
げ
で
手
に
入
れ
た
﹂
と
締
め
く
く
(
)
っ
た
。
50
こ
こ
で
、
こ
の
大
会
で
示
さ
れ
た
﹁
国
民
革
命
﹂
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
見
よ
う
。
第
一
に
、
労
働
者
・
大
衆
を
よ
り
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
生
産
活
動
と
政
治
に
関
与
さ
せ
、
ま
た
﹁
下
か
ら
の
﹂
要
求
を
適
切
に
政
策
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、﹁
よ
り
多
く
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
役
職
を
選
出
に
よ
る
も
の
と
す
べ
き
﹂︵
第
一
分
科
会
︶
、﹁
各
地
方
に
お
け
る
問
題
に
効
率
的
に
対
処
す
る
た
め
に
、
分
権
を
推
進
す
る
﹂︵
第
五
分
科
会
︶
、
あ
る
い
は
﹁
経
済
政
策
は
垂
直
組
合
が
実
施
す
べ
き
﹂︵
第
三
分
科
会
︶
と
い
っ
た
決
議
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
垂
直
組
合
は
、
従
来
の
政
党
や
議
会
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
的
生
産
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
っ
て
、
社
会
を
統
合
し
、
国
家
と
社
会
を
つ
な
ぐ
中
間
団
体
的
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
第
二
に
、
経
済
成
長
と
所
得
の
再
分
配
と
い
う
路
線
が
、
一・
つ・
の・
重
要
な
要
素
と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
労
働
者
の
地
位
向
上
と
、
よ
り
公
正
な
社
会
の
実
現
と
い
う
社
会
改
造
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
後
述
す
る
経
済
自
由
化
路
線
や
効
率
的
な
政
策
運
営
を
目
指
す
動
き
と
は
異
な
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
社
会
改
造
は
あ
く
ま
で
も
国
家
が
主
導
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
が
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
を
中
心
と
す
る
Ｆ
Ｅ
Ｔ
が
下
か
ら
の
駆
動
力
を
不
断
に
供
給
す
る
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
勢
力
の
間
で
は
、﹁
国
民
革
命
﹂
の
実
現
に
向
け
た
動
き
を
加
速
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
め
ら
れ
た
。
だ
が
﹁
下
か
ら
の
﹂
要
求
を
汲
み
上
げ
、
政
治
と
生
産
活
動
を
活
性
化
す
る
と
い
う
目
標
は
、
実
際
に
は
様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
諸
相
を
見
よ
う
。
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各
種
選
挙
の
実
施
︱
︱
﹁
強
制
﹂
か
ら
﹁
同
意
﹂
へ
の
転
換
？
︱
︱
3フ
ラ
ン
コ
体
制
は
各
種
選
挙
の
実
施
を
通
じ
て
、
擬
似
的
・
部
分
的
な
が
ら
国
民
の
﹁
参
加
﹂
の
契
機
を
導
入
し
て
い
た
。
す
で
に
一
九
四
七
年
に
は
継
承
法
の
承
認
に
際
し
国
民
投
票
が
、
一
九
四
八
年
か
ら
は
地
方
議
会
選
挙
︵
eleccion
es
m
u
n
icip
ales︶
が
実
施
さ
れ
て
(
)
い
た
が
、
こ
う
し
た
﹁
参
加
﹂
の
あ
り
方
も
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
多
少
な
り
と
も
変
容
し
た
。
51
地
方
議
会
選
挙
は
各
市
町
村
を
単
位
と
し
、
二
一
歳
以
上
の
家
長
に
よ
る
選
挙
、
当
該
市
町
村
に
本
拠
を
置
く
組
合
組
織
に
よ
る
選
挙
、
組
合
に
属
さ
な
い
経
済
・
職
業
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
選
挙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ
議
員
を
選
出
す
る
。
議
員
の
任
期
は
六
年
で
、
三
年
ご
と
に
半
数
を
改
選
す
る
。
議
員
職
は
無
給
で
、
か
つ
選
出
さ
れ
た
ら
就
任
は
義
務
と
さ
(
)
れ
た
。
政
権
側
は
こ
れ
52
を
、
政
党
に
よ
る
民
主
主
義
︵﹁
無
機
的
民
主
主
義
﹂︶
と
対
極
に
あ
る
、
ス
ペ
イ
ン
独
自
の
﹁
有
機
的
民
主
主
義
︵
d
em
ocracia
org
án
i-
ca︶
﹂
と
呼
び
、
そ
の
利
点
を
喧
伝
し
(
)
た
が
、
例
え
ば
一
九
五
一
年
選
挙
で
は
、
投
票
日
当
日
ま
で
候
補
者
に
関
す
る
情
報
は
一
切
公
53
表
さ
れ
な
か
(
)
っ
た
。
54
こ
う
し
た
閉
鎖
的
性
質
が
変
容
し
た
の
が
、
一
九
五
四
年
地
方
議
会
選
挙
︵
一
一
月
二
一
日
投
票
︶
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
初
め
て
、
候
補
者
各
人
に
つ
い
て
の
情
報
が
事
前
に
開
示
さ
(
)
れ
た
。
ま
た
、
事
前
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
55
実
質
上
、
国
民
運
動
系
の
﹁
公
認
﹂
候
補
の
み
に
許
さ
れ
て
(
)
い
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
で
は
、
四
人
の
当
選
者
は
全
て
国
民
運
動
系
で
あ
っ
56
た
が
、
同
時
に
王
党
派
系
な
ど
﹁
非
公
認
﹂
候
補
に
も
二
〇
％
近
い
票
が
集
ま
(
)
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
バ
ス
ク
、
ア
ス
57
ト
ゥ
リ
ア
ス
な
ど
の
都
市
部
で
は
、
棄
権
率
が
約
七
五
％
に
達
し
た
と
(
)
い
う
。
一
方
マ
ラ
ガ
県
で
は
棄
権
率
は
二
〇
％
ほ
ど
で
あ
っ
た
58
も
の
の
、
県
令
︵
g
ob
ern
ad
or
civ
il︶
の
報
告
書
に
は
﹁
威
信
の
あ
る
人
間
を
候
補
者
リ
ス
ト
に
載
せ
て
も
、
大
部
分
の
、
何
の
︵
政
治
的
︶
傾
向
も
持
た
な
い
選
挙
人
を
動
員
す
る
こ
と
に
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
失
望
が
記
さ
れ
て
(
)
い
る
。
59
地
方
議
会
選
挙
と
並
行
し
て
、
組
合
組
織
内
で
の
代
表
選
挙
も
行
わ
(
)
れ
た
。﹁
職
場
委
員
︵
en
laces
sin
d
icales︶
﹂
の
選
挙
は
一
九
60
四
四
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
(
)
た
が
、
一
九
五
四
年
か
ら
は
企
業
内
で
の
労
働
者
の
参
加
を
よ
り
実
効
的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
新
た
に
61
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﹁
企
業
審
議
会
会
員
︵
v
ocal
d
e
ju
rad
o
d
e
em
p
resa︶
﹂
と
い
う
職
が
設
け
(
)
ら
れ
、
二
月
末
か
ら
マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
の
62
各
企
業
で
順
次
選
挙
が
行
わ
(
)
れ
た
。
こ
う
し
た
法
人
内
部
で
の
選
挙
を
、
人
々
は
現
状
の
変
革
や
意
思
表
明
の
機
会
と
捉
え
、
相
応
の
63
関
心
を
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。﹁
企
業
審
議
会
﹂
選
挙
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
わ
れ
た
﹁
小
規
模
企
業
組
合
︵
E
n
tid
ad
es
S
in
d
icales
M
e-
n
ores︶
﹂
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
改
選
ポ
ス
ト
の
半
数
以
上
に
、
そ
れ
ま
で
組
合
の
ポ
ス
ト
を
占
め
た
こ
と
の
な
い
人
物
が
選
出
さ
(
)
れ
た
。
そ
の
一
方
特
に
農
村
部
で
は
、
市
役
所
な
ど
の
意
向
に
反
し
、
組
合
長
︵
Jefe
d
e
la
E
n
tid
ad
S
in
d
ical︶
な
ど
が
落
選
す
る
事
64
例
も
あ
っ
た
。
左
翼
の
反
対
派
活
動
の
脅
威
が
大
き
く
減
じ
た
今
、
政
権
は
各
種
選
挙
の
自
由
度
を
上
げ
る
こ
と
で
選
挙
の
正
統
性
を
高
め
、
ま
た
そ
の
選
挙
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
い
、
同
意
︵
さ
ら
に
は
積
極
的
支
持
︶
調
達
を
図
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
選
挙
に
何
ら
か
の
﹁
参
加
﹂
の
機
会
を
見
出
し
た
人
々
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
棄
権
や
、
体
制
側
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
候
補
者
へ
の
投
票
な
ど
、
体
制
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
も
機
能
し
う
る
こ
と
も
政
権
側
は
認
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。
各
種
選
挙
の
実
態
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、﹁
公
式
の
﹂
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
用
い
て
国
民
の
政
治
的
要
求
を
吸
い
上
げ
る
と
い
う
政
権
の
思
惑
と
、
人
々
の
側
の
意
識
と
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
選
挙
に
お
い
て
は
消
極
的
抵
抗
と
い
う
形
で
現
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
よ
り
は
っ
き
り
と
反
体
制
的
な
抗
議
運
動
と
な
っ
て
現
れ
た
の
が
、
次
項
で
述
べ
る
大
学
生
の
運
動
で
あ
っ
た
。
学
生
の
叛
乱
︱
︱
﹁
次
世
代
の
指
導
者
﹂
か
ら
﹁
騒
擾
の
担
い
手
﹂
へ
4知
的
エ
リ
ー
ト
た
る
大
学
生
を
編
入
・
組
織
化
し
、
将
来
の
指
導
者
へ
と
育
成
す
る
こ
と
は
、
体
制
の
刷
新
を
目
指
す
勢
力
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
唯
一
公
認
さ
れ
た
官
製
学
生
組
織
で
あ
る
Ｆ
Ｅ
Ｔ
傘
下
の
﹁
ス
ペ
イ
ン
大
学
生
組
合
︵
S
in
d
icato
E
sp
a-
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ñ
ol
U
n
iv
ersitario,
(
)
S
E
U
︶
﹂
は
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
国
民
教
育
相
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
Ｓ
Ｅ
Ｕ
を
政
治
65
的
・
経
済
的
に
支
(
)
援
し
、
彼
の
信
任
が
厚
い
Ｓ
Ｅ
Ｕ
全
国
指
導
者
︵
Jefe
N
acion
al︶
ホ
ル
ダ
ー
ナ
︵
Jorg
e
Jord
an
a
F
u
en
tes︶
は
、
66
よ
り
積
極
的
に
幅
広
い
学
生
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
る
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
活
性
化
を
図
っ
た
。
一
九
五
一
年
一
一
月
一
〇
日
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
局
が
出
し
た
通
達
﹁
政
治
的
育
成
計
画
︵
P
lan
N
acion
al
d
e
F
orm
ación
P
olítica︶
﹂
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
内
部
に
﹁
第
一
線
︵
la
P
rim
era
L
in
ea︶
﹂
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
創
設
さ
(
)
れ
た
。﹁
第
一
線
﹂
の
主
要
目
標
は
、
大
学
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
67
の
編
入
、
大
学
に
お
け
る
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
メ
ン
バ
ー
を
大
学
卒
業
の
際
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
活
動
家
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
ピ
ー
ク
が
、
フ
ラ
ン
コ
の
臨
席
の
も
と
に
一
九
五
三
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
、﹁
第
一
回
全
国
学
生
大
会
︵
C
on
-
g
reso
N
acion
al
d
e
E
stu
d
ian
tes︶
﹂
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｕ
を
通
じ
て
、
大
学
生
の
中
に
﹁
指
導
的
少
数
派
﹂、
す
な
わ
ち
体
制
の
将
来
を
担
保
す
る
エ
リ
ー
ト
を
育
成
す
る
と
い
う
議
論
が
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
知
的
エ
リ
ー
ト
重
視
は
、
フ
ラ
ン
コ
に
よ
る
閉
会
演
説
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
﹁
…
も
し
革
命
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
そ
し
て
完
全
な
変
容
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、
知
的
選
良
に
よ
る
支
配
︵
la
aristocracia
d
e
las
in
telig
en
cias︶
を
維
持
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
大
学
は
そ
の
中
を
革
命
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
必
要
で
(
)
あ
る
。﹂
68
こ
の
よ
う
に
政
権
側
は
Ｓ
Ｅ
Ｕ
を
学
生
の
統
合
な
ら
び
に
エ
リ
ー
ト
調
達
の
機
関
と
位
置
づ
け
た
。
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
現
状
へ
の
危
機
感
と
、
そ
れ
を
放
置
し
て
い
る
政
権
上
層
部
へ
の
不
満
を
持
つ
学
生
に
と
っ
て
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
は
政
権
の
﹁
手
先
﹂
と
映
っ
た
。
こ
う
し
た
敵
意
は
、
体
制
改
革
を
志
向
す
る
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
系
学
生
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
Ｆ
Ｅ
Ｔ
傘
下
の
組
織
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｕ
と
、
実
際
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
系
学
生
と
の
間
に
深
刻
な
亀
裂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
体
制
の
現
状
に
不
満
を
持
つ
学
生
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が
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
直
接
的
な
行
動
に
よ
っ
て
政
府
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
(
)
っ
た
。
69
一
九
五
一
年
三
月
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
発
生
し
た
ゼ
ネ
(
)
ス
ト
は
、
前
年
末
に
発
表
さ
れ
た
路
面
電
車
の
運
賃
値
上
げ
︵
〇
・
五
ペ
セ
タ
70
か
ら
〇
・
七
ペ
セ
タ
︶
が
直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
が
、
当
初
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び
か
け
た
の
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
の
学
生
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
九
五
一
年
二
月
初
頭
か
ら
、
三
月
一
日
に
路
面
電
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
を
配
布
し
(
)
始
め
、
さ
ら
に
71
同
大
学
内
で
暴
動
を
起
こ
し
(
)
た
り
、
路
面
電
車
に
投
石
し
た
り
し
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
県
令
バ
エ
サ
︵
E
d
u
ard
o
B
aeza
A
leg
ría︶
は
同
72
県
の
Ｓ
Ｅ
Ｕ
指
導
者
に
事
態
の
沈
静
化
を
指
示
す
る
が
効
果
は
な
く
、
結
果
治
安
維
持
の
た
め
、
大
学
の
休
講
を
命
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
そ
の
後
、
経
済
的
困
窮
に
苦
し
む
労
働
者
な
ど
の
自
然
発
生
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
誘
発
し
、
三
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
規
模
に
ま
で
発
展
す
る
。
さ
ら
に
翌
月
に
は
ビ
ル
バ
オ
や
サ
ン
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
な
ど
、
バ
ス
ク
地
方
に
ま
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
拡
大
し
た
。
一
九
五
四
年
一
月
末
に
は
、
英
女
王
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
訪
問
計
画
に
反
発
し
た
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
生
ら
が
反
英
デ
モ
を
起
こ
(
)
し
た
。
73
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
学
生
の
愛
国
的
感
情
の
象
徴
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
系
の
出
版
物
で
は
た
び
た
び
そ
の
返
還
が
主
張
さ
れ
て
(
)
い
た
。
ホ
ル
74
ダ
ー
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｕ
指
導
部
は
デ
モ
の
鎮
静
化
を
図
っ
た
も
の
の
失
敗
し
、
統
制
能
力
の
欠
如
を
露
呈
し
た
。
一
月
二
二
日
に
は
、
二
万
五
〇
〇
〇
人
規
模
の
デ
モ
隊
が
英
国
大
使
館
前
に
押
し
寄
せ
、
警
察
隊
が
こ
れ
に
発
砲
し
け
が
人
が
出
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｕ
は
学
生
と
政
府
と
の
板
ば
さ
み
に
(
)
陥
り
、
こ
の
事
件
以
降
ま
す
ま
す
学
生
の
Ｓ
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
反
が
加
速
す
る
こ
75
と
と
な
る
。
反
英
デ
モ
か
ら
約
半
年
後
、
ホ
ル
ダ
ー
ナ
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
へ
送
っ
た
報
告
書
︵
一
九
五
五
年
二
月
一
六
(
)
日
付
︶
に
お
76
い
て
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
系
大
学
生
の
間
に
見
ら
れ
る
Ｓ
Ｅ
Ｕ
へ
の
敵
意
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
が
犯
し
た
誤
り
︵
反
英
デ
モ
に
お
け
る
対
応
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︱
︱
引
用
者
註
︶
の
み
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
が
大
学
に
お
い
て
、
現
状
に
不
満
を
持
つ
学
生
で
は
な
く
体
制
そ
の
も
の
を
代
表
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
環
境
に
も
原
因
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
乖
離
は
、
一
九
五
六
年
二
月
に
マ
ド
リ
ー
ド
大
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学
で
発
生
し
た
(
)
騒
擾
に
お
い
て
、
最
も
先
鋭
な
形
で
噴
出
す
る
の
で
あ
る
。
77
一
九
五
五
年
一
〇
月
一
八
日
、
哲
学
者
オ
ル
テ
ガ
︵
José
O
rteg
a
y
G
asset︶
が
死
去
し
た
。
体
制
の
現
状
に
不
満
を
抱
く
学
生
た
ち
に
と
っ
て
英
雄
的
存
在
で
あ
っ
た
オ
ル
テ
ガ
の
死
を
契
機
に
、
一
部
学
生
の
間
に
は
、
政
治
的
問
題
を
自
由
に
話
し
合
う
こ
と
へ
の
要
望
と
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
非
民
主
性
に
対
す
る
不
満
が
広
が
る
。
一
九
五
六
年
二
月
一
日
、
六
〇
年
代
以
降
の
反
体
制
運
動
を
担
う
タ
マ
メ
ス
︵
R
am
ón
T
am
am
es︶
ら
一
部
学
生
た
ち
が
﹁
マ
ド
リ
ー
ド
の
大
学
生
へ
の
宣
言
︵
M
an
ifiesto
a
los
u
n
iv
ersitarios
(
)
m
ad
rileñ
os︶
﹂
を
発
表
す
る
。
そ
こ
で
は
理
論
上
の
﹁
公
式
の
﹂
大
78
学
と
、
現
実
の
大
学
と
の
間
に
は
深
い
断
絶
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
全
て
の
高
等
教
育
機
関
の
学
生
に
よ
る
集
会
と
自
由
選
挙
の
実
施
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
二
月
七
日
に
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
、
こ
う
し
た
立
場
を
支
持
す
る
学
生
と
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
や
フ
ラ
ン
コ
を
支
持
す
る
学
生
と
の
間
で
衝
突
が
起
こ
っ
た
。
衝
突
は
そ
の
後
数
日
間
続
き
、
二
月
九
日
に
は
ア
ル
バ
レ
ス
︵
M
ig
u
el
A
lv
arez︶
と
い
う
学
生
が
頭
部
に
銃
撃
を
受
け
、
重
傷
を
負
う
。
こ
の
騒
擾
は
、
表
向
き
は
ス
ペ
イ
ン
共
産
党
︵
Ｐ
Ｃ
Ｅ
︶
な
ど
非
合
法
反
対
派
に
よ
る
陰
謀
と
さ
(
)
れ
た
が
、
政
府
に
は
、
現
状
に
不
満
を
持
つ
一
部
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
系
学
生
の
動
き
が
、
反
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
み
な
ら
ず
、
体
制
全
体
に
79
対
す
る
反
対
運
動
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
に
対
す
る
強
い
危
機
感
が
あ
(
)
っ
た
。
80
か
か
る
事
態
に
至
り
、
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
は
二
月
一
三
日
ま
で
全
学
で
の
休
講
を
決
定
し
た
。
ま
た
政
府
は
翌
一
〇
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
憲
章
︵
F
u
ero
d
e
los
(
)
E
sp
añ
oles︶
﹂
の
第
一
四
条
︵
居
住
の
自
由
︶
、
一
八
条
︵
法
に
基
づ
か
な
い
逮
捕
の
禁
止
︶
81
な
ど
の
効
力
を
三
ヶ
月
間
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
二
月
一
五
日
に
、
フ
ラ
ン
コ
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
と
、
国
民
教
育
相
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
を
更
迭
す
る
。
二
月
一
九
日
に
は
、
タ
マ
メ
ス
や
詩
人
リ
ド
ル
エ
ホ
︵
註
︵
︶
参
7
照
︶
ら
五
人
が
逮
捕
さ
れ
る
。
前
二
者
の
更
迭
は
、
直
接
的
に
は
騒
擾
の
原
因
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｕ
と
大
学
を
統
轄
す
る
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
と
り
わ
け
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
に
よ
る
、
内
戦
の
敗
者
を
社
会
に
編
入
し
よ
う
と
す
る
政
策
︵
内
戦
後
亡
命
し
た
大
学
教
授
の
復
職
な
ど
︶
に
対
し
、
よ
り
保
守
的
な
立
場
か
ら
の
不
満
は
鬱
積
し
て
い
た
。
ま
た
、
タ
マ
メ
ス
ら
が
中
心
と
な
っ
て
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マ
ド
リ
ー
ド
大
学
で
開
催
を
計
画
し
た
﹁
青
年
作
家
会
議
︵
C
on
g
reso
d
e
E
scritos
Jóv
en
es︶
﹂︵
結
局
開
催
さ
れ
ず
︶
を
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
や
学
長
の
ラ
イ
ン
が
支
援
し
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
は
騒
擾
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
拡
大
を
目
指
し
た
運
動
は
多
岐
に
渡
る
が
、
そ
れ
は
運
動
の
担
い
手
自
身
が
期
待
し
た
よ
う
な
体
制
の
改
革
と
社
会
の
活
性
化
で
は
な
く
、
政
治
的
不
安
定
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
五
六
年
二
月
の
騒
擾
は
そ
の
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
政
権
は
こ
う
し
た
改
革
運
動
の
主
役
を
放
逐
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
︵
︶
こ
の
語
は
、
後
述
の
﹁
排
除
派
︵
ex
clu
y
en
tes︶﹂
と
と
も
に
、
古
参
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
で
も
あ
る
詩
人
リ
ド
ル
エ
ホ
︵
D
ion
isio
R
id
ru
ejo︶
が
一
九
五
二
年
四
月
一
7
七
日
に
発
表
し
た
論
考
︵﹁
排
除
派
と
包
摂
派
﹂︶
で
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
︵
︶
紙
幅
の
関
係
上
こ
こ
で
詳
細
に
は
検
討
し
な
い
.。
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
E
lías
D
íaz,P
en
sam
ien
to
españ
ol
en
la
era
d
e
8
F
ran
co︵
1
9
3
9
-1
9
7
5
︶,
M
ad
rid
,
T
ecn
os,
1983.
Á
lv
aro
F
errary
,
E
l
F
ran
qu
ism
o:
m
in
orias
políticas
y
con
flictos
id
eologicas︵
1
9
3
6
-1
9
5
6
︶,
P
am
p
lon
a,E
d
icion
es
U
n
iv
ersid
ad
d
e
N
av
arra,1993.P
ed
ro
C
arlos
G
on
zález
C
u
ev
as,E
lpen
sam
ien
to
político
d
e
la
d
erech
a
españ
ola
en
elsiglo
X
X
,
M
ad
rid
,T
ecn
os,2005,C
ap
ítu
lo
.ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
の
文
化
的
状
況
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
M
ig
u
elÁ
n
g
elR
u
iz
C
arn
icer,BL
as
fisu
ras
en
elsistem
a
Ⅳ
y
el
n
acim
ien
to
d
e
la
d
isid
en
cia”,en
Jord
i
G
racia
G
arcía
y
M
ig
u
el
Á
n
g
el
R
u
iz
C
arn
icer,L
a
E
spañ
a
d
e
F
ran
co︵
1
9
3
9
-1
9
7
5
︶.
C
u
ltu
ra
y
vid
a
cotid
ian
a,M
ad
rid
,S
in
tesis,2001.
︵
︶
本
稿
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
系
列
団
体
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
る
が
、
両
者
合
わ
せ
て
論
じ
る
場
合
に
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
界
﹂
と
い
9
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
︵
︶
代
表
的
な
研
究
で
も
、
第
二
次
大
戦
終
結
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
の
特
徴
と
し
て
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
と
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
協
調
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ペ
10
イ
ン
は
、
一
九
四
六
-五
七
年
を
﹁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
よ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
段
階
﹂
と
位
置
づ
け
た
。
P
ay
n
e,op.cit.,p
p
.622-623.
ま
た
プ
レ
ス
ト
ン
は
、
一
九
四
六
-五
七
年
を
﹁
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
的
支
配
の
時
期
﹂
と
位
置
づ
け
た
。
P
reston
,op.cit.,p
p
.112-113.
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
G
u
y
H
erm
et,
L
os
católicos
en
la
E
spañ
a
fran
qu
ista︵
2
v
ols.︶,
M
ad
rid
,
C
IS
,
1985-1986,Ju
an
José
R
u
iz
R
ico,E
l
papel
político
d
e
la
Iglesia
católica
en
la
E
spañ
a
d
e
F
ran
co︵
1
9
3
6
-1
9
7
1
︶,M
ad
rid
,T
ecn
os,1971,V
V
.A
A
.,
Iglesia
y
socied
ad
en
E
spañ
a,1
9
3
9
-1
9
7
5
,E
d
itorialP
op
u
lar,1977,P
ab
lo
M
artín
D
e
S
an
ta
O
lala,D
e
la
V
ictoria
alC
on
cord
ato,B
arcelon
a,L
aetras,
2003
な
ど
。
︵
︶
こ
の
時
期
の
内
政
を
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
の
関
係
に
着
目
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
Jav
ier
T
u
sel,F
ran
co
y
los
católicos.
L
a
política
in
terior
españ
ola
11
en
tre
1
9
4
5
y
1
9
5
7
,
M
ad
rid
,A
lian
za
E
d
itorial,1984
1950年代におけるフランコ体制の岐路（武藤 祥）
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︵︶
Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
B
asilisa
L
óp
ez
G
arcía,A
proxim
ación
a
la
H
istoria
d
e
la
H
O
A
C
,1
9
4
6
-1
9
8
1
,M
ad
rid
,E
d
icion
es
H
O
A
C
,1995
を
参
12
照
。
︵
︶
マ
ラ
ガ
に
お
け
る
﹁
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
﹂
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
A
d
ela
A
lfon
si,BL
a
recatolización
d
e
los
ob
reros
en
M
álag
a,1937-1966.E
l
n
acion
al-
13
catolicism
o
d
e
los
ob
isp
os
S
an
tos
O
liv
era
y
H
errera
O
ria”,H
istoria
S
ocial,
3
5
,1999
︵
︶
一
九
四
九
年
三
月
一
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
テ
ル
エ
ル
で
開
催
さ
れ
た
祭
祀
で
は
、
七
二
二
三
人
が
聖
体
を
拝
領
す
る
な
ど
、
同
市
の
全
人
口
の
約
八
〇
％
が
、
い
ず
14
れ
か
の
儀
式
に
参
加
し
た
と
い
う
。
G
au
d
ioso
J.S
án
ch
ez
B
ru
n
,In
stitu
cion
es
tu
rolen
ses
en
el
fran
qu
ism
o
1
9
3
6
-1
9
6
1
,T
eru
el,In
stitu
to
d
e
E
stu
d
ios
T
u
rolen
ses,2002,p
p
.351-353
︵
︶
マ
ラ
ガ
で
は
、
一
九
四
七
/四
八
年
に
二
六
七
人
だ
っ
た
神
学
生
数
が
、
翌
年
に
は
三
八
二
人
に
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
任
命
さ
れ
た
司
祭
の
数
も
四
人
か
ら
一
五
15
人
に
増
加
し
た
。
た
だ
し
こ
の
背
景
に
は
、
奨
学
金
の
拡
充
な
ど
、
教
会
に
よ
る
﹁
上
か
ら
の
﹂
措
置
が
あ
っ
た
。
C
ristian
M
atías
C
erón
T
orreb
lan
ca,BL
a
paz
d
e
F
ran
co”.
L
a
posgu
erra
en
M
álaga:
D
esd
e
los
oscu
ros
añ
os
4
0
a
los
grises
añ
os
5
0
,M
álag
a,S
erv
icios
d
e
P
u
b
licacion
es
d
e
la
U
n
iv
ersid
ad
d
e
M
álag
a,2007,p
p
.336-338
︵
︶
L
óp
ez
G
arcía,op.cit.,p
.38
16
︵
︶
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
界
で
は
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
呼
称
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
史
、
イ
タ
リ
ア
史
研
17
究
の
訳
語
を
参
考
に
し
て
、﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
活
動
会
﹂
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
般
信
徒
の
組
織
で
あ
り
、
国
ご
と
に
そ
の
国
語
で
の
名
称
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
引
用
文
を
除
き
Ａ
Ｃ
と
略
記
す
る
。
︵
︶
L
óp
ez
G
arcía,op.cit.,p
.38
18
︵
︶
Ibid
.,p
.30
19
︵
︶
一
九
五
〇
年
末
か
ら
五
一
年
初
頭
の
同
紙
に
は
﹁
賃
上
げ
は
よ
い
解
決
策
か
？
﹂︵
一
九
五
〇
年
一
二
月
三
〇
日
号
︶、﹁
労
働
者
世
界
は
社
会
正
義
を
要
求
す
る
﹂
20﹁
欠
陥
は
制
度
に
あ
る
﹂︵
一
九
五
一
年
一
月
六
日
号
︶、﹁
公
正
な
賃
金
を
﹂︵
同
年
一
月
二
〇
日
号
︶
と
い
っ
た
刺
激
的
な
見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
。¡T
ú
!,n
ú
m
.137,
1950.12.30,n
ú
m
.138,1951.1.6,n
ú
m
.140,1951.1.20
︵
︶
一
九
五
〇
年
三
月
二
三
日
、
フ
ラ
ン
コ
警
護
隊
︵
G
u
ard
ia
d
e
F
ran
co︶
か
ら
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
へ
の
報
告
。
A
G
A
,51/19007
21
︵
︶
L
óp
ez
G
arcía,op.cit.,p
.38
22
︵
︶
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
第
一
章
第
二
節
も
参
照
。
23
4
︵
︶
A
rriba,1951.4.24
24
︵
︶
A
rriba,1951.5.19
25
︵
︶
T
u
sel,op.cit.,p
p
.216-217
26
︵
︶
こ
の
問
題
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
文
献
と
し
て
、
José
M
an
u
elA
lfon
so
S
án
ch
ez,Iglesia
y
E
stad
o.L
a
actu
ación
d
e
la
Iglesia
católica
en
la
legislación
27
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ed
u
cativa
españ
ola:L
eyes
d
e
E
n
señ
an
za
M
ed
ia
d
e
1
9
3
8
y
1
9
5
3
,M
ad
rid
,F
u
n
d
ación
U
n
iv
ersitaria
E
sp
añ
ola,1999。
同
じ
著
者
の
編
集
に
よ
る
史
料
集
・
書
簡
集
と
し
て
、
C
orrespon
d
en
cia
en
tre
P
la
y
D
en
iel,
R
u
iz-G
im
én
ez
y
O
laech
ea︵
1
9
5
1
-1
9
5
3
︶.
E
l
con
flicto
político
y
eclesial
an
te
la
reform
a
d
e
la
en
señ
an
za
m
ed
ia,
S
alam
an
ca,
P
u
b
licacion
es
U
n
iv
ersid
ad
P
on
tificia
S
alam
an
ca,
2004,
な
ら
び
に
Iglesia,
política
y
ed
u
cación
en
E
spañ
a
︵
1
9
4
0
-1
9
6
0
︶.
D
ocu
m
en
tos
d
el
A
rch
ivo
P
la
y
D
en
iel.
T
om
oII:
L
a
reform
a
d
e
la
en
señ
an
za
m
ed
ia,M
ad
rid
,F
u
n
d
ación
U
n
iv
ersitaria
E
sp
añ
ola,
2007︵
以
下
、
こ
れ
ら
を
引
用
の
際
は
著
者
名
を
省
略
︶。
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
中
等
教
育
の
概
観
と
し
て
、
Ju
an
A
n
ton
io
L
oren
zo
V
icen
te,L
a
E
n
señ
an
za
M
ed
ia
en
la
E
spañ
a
F
ran
qu
ista︵
1
9
3
6
-1
9
7
5
︶,
M
ad
rid
,E
d
itorial
C
om
p
lu
ten
se,2003。
︵
︶
武
藤
前
掲
論
文
、
一
三
二
ペ
ー
ジ
な
ら
び
に
一
四
六
ペ
ー
ジ
。
28
︵
︶
BM
em
oran
d
u
m
sob
re
alg
u
n
os
h
ech
os
relacion
ad
os
con
la
reord
en
ación
d
e
la
en
señ
an
za
m
ed
ia
esp
añ
ola”,Iglesia,
política
y
ed
u
cación
,p
p
.
29
288-326
︵
︶
Ibid
.,p
.292.
こ
う
し
た
認
識
は
、
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
が
一
九
四
四
年
末
か
ら
セ
ビ
ー
リ
ャ
大
学
で
法
哲
学
教
授
を
務
め
た
経
験
に
も
根
ざ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
30
る
。
︵
︶
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
の
入
閣
を
め
ぐ
っ
て
は
、
政
権
と
の
協
調
路
線
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
が
過
度
に
政
治
化
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
内
部
31
で
も
賛
否
両
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
と
い
う
。
M
erced
es
M
on
tero,C
u
ltu
ra
y
com
u
n
icación
alservicio
d
e
u
n
régim
en
.H
istoria
d
e
la
A
C
N
d
e
P
en
tre
1
9
4
5
y
1
9
5
9
,P
am
p
lon
a,E
U
N
S
A
,2001,p
p
.122-123
︵
︶
E
cclesia,n
ú
m
.537,1951.10.27
32
︵
︶
当
時
の
Ｃ
Ｅ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
五
人
。
バ
レ
ン
シ
ア
大
司
教
オ
ラ
エ
チ
ェ
ア
︵
M
arcelin
o
O
laech
ea︶︵
委
員
長
︶、
シ
オ
ン
大
司
教
ア
ロ
ン
ソ
︵
L
u
is
33
A
lon
so
M
u
ñ
oy
erro︶、
オ
ビ
エ
ド
司
教
ラ
ウ
ス
リ
カ
︵
Jav
ier
L
au
zu
rica︶、
ア
ス
ト
ル
ガ
司
教
メ
リ
ダ
︵
Jesú
s
M
érid
a
P
érez︶、
ビ
ト
リ
ア
司
教
ブ
エ
ノ
︵
José
M
aría
B
u
en
o
M
on
real︶。
︵
︶
当
時
、
中
等
学
校
に
対
す
る
監
査
は
、
一
九
五
〇
年
二
月
二
四
日
の
政
令
に
よ
り
、
国
立
・
私
立
全
て
の
学
校
に
対
し
、
国
立
学
校
の
監
査
官
の
み
に
よ
っ
て
実
施
34
さ
れ
て
い
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｅ
は
内
容
以
外
に
も
、
こ
の
政
令
が
教
会
側
と
の
事
前
合
意
な
し
に
発
布
さ
れ
た
点
も
問
題
視
し
て
い
た
。
︵
︶
Iglesia,
política
y
ed
u
cación
,
p
p
.301-302
35
︵
︶
C
orrespon
d
en
cia,p
p
.60-61
36
︵
︶
Ibid
.,p
p
.70-72
37
︵
︶
Ibid
.,p
p
.95-105
38
︵
︶
ル
イ
ス
・
ヒ
メ
ネ
ス
は
入
閣
後
間
も
な
い
八
月
初
め
に
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
、
教
皇
庁
に
改
正
へ
の
理
解
を
求
め
た
。
一
九
四
一
年
六
月
に
締
結
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
政
39
府
と
教
皇
庁
と
の
協
定
で
、﹁
政
府
は
国
家
と
教
会
双
方
に
関
わ
る
事
項
、
あ
る
い
は
教
会
に
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
る
事
項
に
関
し
て
、
教
皇
庁
と
の
事
前
合
意
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な
し
に
は
立
法
を
行
わ
な
い
﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
B
O
E
,1941.6.17,n
ú
m
.168
︵
︶
Iglesia,
política
y
ed
u
cación
,
p
p
.399-421
40
︵
︶
Ibid
.,p
p
.466-477
41
︵
︶
E
cclesia,n
ú
m
.608,1953.3.7
42
︵
︶
H
erm
et,op.cit.,v
ol.1,p
.x
v
i
43
︵
︶
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
José
B
ig
ord
a,BE
l
C
on
cord
ato
d
e
1953:ex
p
resión
ju
ríd
ica
d
e
las
relacion
es
en
tre
la
Ig
lesia
y
el
n
u
ev
o
44
E
stad
o”
en
V
V
.A
A
.,Iglesia
y
S
ocied
ad
en
E
spañ
a
︵
︶
こ
の
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
武
藤
前
掲
論
文
を
参
照
。
45
︵
︶
A
rriba,1951.10.23.
ま
た
、
翌
一
九
五
二
年
一
〇
月
一
三
日
に
フ
ラ
ン
コ
は
、
グ
ラ
ナ
ダ
で
の
演
説
に
お
い
て
﹁
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
生
活
に
必
要
不
46
可
欠
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
A
rriba,1952.10.14
︵
︶
各
分
科
会
か
ら
の
報
告
は
、
A
rch
iv
o
G
en
eral
d
e
A
d
m
in
istración
,S
ección
P
resid
en
cia︵
A
G
A
︶,51/19043
47
︵
︶
決
議
の
全
文
は
、
A
rriba,1953.10.29
48
︵
︶
こ
こ
で
の
﹁
反
革
命
﹂
と
は
、
反
共
産
主
義
、
反
全
体
主
義
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
49
︵
︶
A
rriba,1953.10.29
50
︵
︶
一
九
四
七
年
国
民
投
票
、
四
八
年
地
方
議
会
選
挙
に
つ
い
て
は
、
F
ran
cisco
S
ev
ilan
o
C
alero,
”
E
l
N
u
evo
E
stad
o
y
la
ilu
sión
d
e
la
ilu
sión
d
e
la
51︽
d
em
ocracia
org
án
ica︾.E
l
referén
d
u
m
d
e
1947
y
las
eleccion
es
m
u
n
icip
ales
d
e
1948
en
E
sp
añ
a”,H
istoría
C
on
tem
poràn
ea,n
ú
m
.24,2002
︵
︶
地
方
議
会
選
挙
の
実
施
方
法
や
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
S
án
ch
ez
B
ru
n
,op.cit.,p
.205,C
erón
T
orreb
lan
ca,op.cit.,p
p
.97-99
な
ど
が
詳
し
い
。
52
︵
︶
例
え
ば
一
九
五
一
年
一
一
月
二
五
日
の
地
方
議
会
選
挙
後
、
内
相
ペ
レ
ス
︵
B
las
P
érez
G
on
zález︶
は
﹁
八
〇
％
と
い
う
投
票
率
は
、
他
の
国
︵
六
〇
-七
〇
％
︶
53
に
比
べ
て
わ
が
国
の
制
度
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
A
rriba,1951.11.27
︵
︶
C
erón
T
orreb
lan
ca,op.cit.,p
.109
54
︵
︶
例
え
ば
A
rriba,1954.11.16
55
︵
︶
こ
の
事
実
は
﹃
ア
リ
ー
バ
﹄
紙
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
紙
で
は
そ
れ
に
続
け
て
﹁
だ
が
そ
の
︵
国
民
運
動
系
候
補
者
の
︶
勝
利
が
公
正
な
も
の
で
は
な
い
と
56
は
誰
に
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
A
rriba,1954.11.23
︵
︶
Ibid
.
57
︵
︶
P
ed
ro
V
íctor
F
ern
án
d
ez,E
l
fran
qu
ism
o
en
la
provin
cia
d
e
L
eón
;
su
s
sin
d
icatos
verticales︵
1
9
3
9
-1
9
7
7
︶,L
eón
,In
stitu
to
L
eon
és
d
e
C
u
ltu
ra,
58
2003,p
.156
︵
︶
C
erón
T
orreb
lan
ca,op.cit.,p
p
.117-118
59
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︵︶
組
合
選
挙
の
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
V
íctor
F
ern
àn
d
ez,op.cit.,p
p
.64-70
60
︵
︶
武
藤
前
掲
論
文
、
一
五
五
-一
五
六
ペ
ー
ジ
。
61
︵
︶
企
業
審
議
会
は
、
一
九
四
七
年
一
〇
月
九
日
発
布
の
政
令
に
よ
り
、
五
〇
人
以
上
の
規
模
の
企
業
に
﹁
資
本
家
、
技
術
者
、
労
働
者
の
間
の
協
力
を
よ
り
有
効
な
も
62
の
に
す
る
た
め
﹂
設
置
が
定
め
ら
れ
た
。
B
O
E
,1947.10.9,n
ú
m
.282.ま
た
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
José
B
ab
ian
o,“¿U
n
ap
arato
fu
n
d
am
en
talp
ara
elcon
trol
d
e
la
m
an
o
d
e
ob
ra?”,H
istoria
S
ocial,n
ú
m
.30,1998,p
p
.32-33
を
参
照
。
︵
︶
A
rriba,1954.2.23,2.24
な
ど
。
63
︵
︶
組
合
選
挙
に
関
す
る
報
告
、
A
G
A
,51/19045
64
︵
︶
Ｓ
Ｅ
Ｕ
に
関
し
て
は
、
M
ig
u
elÁ
n
g
elR
u
iz
C
arn
icer,E
l
S
in
d
icato
E
spañ
ol
U
n
iversitario︵
S
E
U
︶,
1
9
3
9
-1
9
6
5
,M
ad
rid
,S
ig
lo
V
ein
tiu
n
o
E
d
itores,
65
1996.
ま
た
フ
ラ
ン
コ
体
制
期
の
大
学
に
つ
い
て
は
、
M
aría
Á
n
g
eles
S
otés
E
lizald
e,U
n
iversid
ad
F
ran
qu
ista:
d
ebate
sobre
la
L
ibertad
d
e
E
n
se?an
za
︵
1
9
3
9
-1
9
6
2
︶,B
arañ
áin
,E
U
N
S
A
,2004
︵
︶
R
u
iz
C
arn
icer,E
l
S
in
d
icato
E
spañ
ol
U
n
iversitario,p
.245
66
︵
︶
Ibid
.,p
p
.253-258
67
︵
︶
A
rriba,1953.4.12
68
︵
︶
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
E
len
a
H
ern
án
d
ez
S
an
d
oica,M
ig
u
el
Á
n
g
el
R
u
iz
C
arn
icer
y
M
arc
B
ald
o
L
acom
b
a,E
stu
d
ian
tes
69
con
tra
F
ran
co︵
1
9
3
9
-1
9
7
5
︶.
O
posición
política
y
m
ovilización
ju
ven
il,M
ad
rid
,L
a
esfera
d
e
los
L
ib
ros,2007
︵
︶
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
F
èlix
F
an
és,L
a
vaga
d
e
tram
vies
d
el
1
9
5
1
,B
arcelon
a,L
aia,1977,R
icard
o
d
e
V
arg
as-G
olaron
s,BL
a
h
u
elg
a
d
el
70
p
rim
ero
d
e
m
ay
o
d
e
1951”,en
J.T
u
sel,A
.A
lted
,A
.M
ateos︵
coord
s.︶,L
a
O
posición
al
R
égim
en
d
e
F
ran
co,T
om
o
,v
olu
m
en
2,M
ad
rid
,U
N
E
D
,
Ⅰ
1990,
G
em
m
a
R
am
os
R
am
os,
BT
ran
v
ías
y
con
flictiv
id
ad
social
en
B
arcelon
a︵
m
arzo
d
e
1951︶：
actitu
d
es
p
olíticas
y
sociales
d
e
u
n
a
h
u
elg
a
m
ítica”,H
istoria
C
on
tem
porán
ea,n
ú
m
.5,1991
な
ど
。
フ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
し
て
は
、
P
ere
Y
sàs,BH
u
elg
a
lab
oral
y
h
u
elg
a
p
olítica
E
sp
añ
a,1939-75”,en
F
ran
cesc
B
on
am
u
sa︵
ed
.︶,L
a
h
u
elga
gen
eral︵
A
yer,
4︶,M
ad
rid
,M
arcialP
on
s,1991,Á
lv
aro
S
oto
C
arm
on
a,BH
u
elg
as
en
el
fran
q
u
ism
o:C
au
sas
lab
orales-con
secu
en
cia
p
olíticas”,H
istoria
S
ocial,30,1998
な
ど
を
参
照
。
︵
︶
県
令
の
日
報
、
F
u
n
d
ación
N
acion
al
F
ran
cisco
F
ran
co︵
F
F
F
︶,22714。
71
︵
︶
二
月
二
三
日
に
は
法
学
部
、
二
八
日
に
は
医
学
部
で
暴
動
が
発
生
し
た
。
県
令
の
日
報
、
F
F
F
,22714。
72
︵
︶
こ
の
デ
モ
に
つ
い
て
は
A
G
A
,51/18976
の
各
史
料
を
参
照
。
73
︵
︶
例
え
ば
、
一
九
五
三
年
一
月
二
八
日
号
の
﹃
フ
ベ
ン
ト
ゥ
︵
Ju
ven
tu
d
︶﹄。
74
︵
︶
ホ
ル
ダ
ー
ナ
か
ら
の
報
告
︵
一
月
二
六
日
︶
に
お
い
て
も
、﹁
Ｓ
Ｅ
Ｕ
の
立
場
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
政
府
の
中
で
は
デ
モ
の
組
織
者
と
見
ら
れ
て
い
る
し
、
学
75
生
の
間
で
は
そ
の
後
の
︵
最
初
の
デ
モ
を
厳
し
く
非
難
し
た
︶
デ
モ
を
組
織
す
る
た
め
政
府
に
雇
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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A
G
A
,51/18976.
他
方
ホ
ル
ダ
ー
ナ
は
、
事
件
直
後
に
﹃
ア
ス
︵
H
az︶﹄
誌
に
、﹁
デ
モ
は
自
発
的
・
愛
国
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｕ
は
デ
モ
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
﹂
と
い
う
弁
明
を
掲
載
し
た
。
H
az,
n
ú
m
.17,1954.2.1
︵
︶
A
G
A
,51/19057
76
︵
︶
こ
の
事
件
に
関
す
る
史
料
集
と
し
て
、
R
ob
erto
M
esa︵
ed
.︶,Jaran
eros
y
A
lborotad
ores,M
ad
rid
,E
d
itorialC
om
p
lu
ten
se,1982.ま
た
、
P
ab
lo
L
izcan
o,
77
L
a
G
en
eración
d
el
5
6
,M
ad
rid
,S
&
C
,1981,R
am
ón
C
otarelo,BE
l56,la
U
n
iv
ersid
ad
,elfran
q
u
ism
o…
y
alg
o
m
ás”,S
istem
a,n
ú
m
.196,2007,en
ero
な
ど
も
参
照
。
︵
︶
Ibid
.,p
p
.64-67
78
︵
︶
A
rriba,1956.2.12
79
︵
︶
二
月
七
日
の
デ
モ
に
関
す
る
報
告
は
、﹁
こ
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
特
定
の
政
治
色
、
も
し
く
は
特
定
の
政
党
の
も
の
と
分
類
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
大
80
学
生
の
間
に
は
、
七
月
一
八
日
︵
内
戦
︶
の
理
念
の
挫
折
と
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
較
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
の
現
状
に
対
す
る
、
真
の
不
満
が
生
ま
れ
て
い
る
﹂
と
警
告
し
て
い
る
。
M
esa︵
ed
.︶,op.cit.,p
.88
︵
︶
B
O
E
,1945.7.18,n
ú
m
.199
81
第
二
章
﹁
フ
ラ
ン
コ
な
き
フ
ラ
ン
コ
体
制
﹂
に
向
け
て
︱
︱
ア
レ
ー
セ
案
の
構
想
と
挫
折
︱
︱
第
一
節
ア
レ
ー
セ
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
復
帰
一
九
五
六
年
二
月
の
騒
擾
の
結
果
、
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
拡
大
に
よ
る
体
制
変
革
運
動
は
大
き
く
躓
い
た
。
だ
が
﹁
国
民
革
命
﹂
の
実
現
を
目
指
す
急
進
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
間
に
は
、
内
戦
終
結
後
一
七
年
経
っ
た
中
で
未
だ
に
確
固
た
る
体
制
像
が
見
え
な
い
こ
と
へ
の
大
き
な
不
満
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
フ
ラ
ン
コ
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
に
代
え
て
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
に
再
起
用
し
た
の
が
ア
レ
ー
セ
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
は
マ
ラ
ガ
県
令
兼
Ｆ
Ｅ
Ｔ
県
指
導
者
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
一
九
四
一
年
五
月
か
ら
四
五
年
七
月
ま
で
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
を
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務(
)
め
た
。
ま
た
彼
は
古
参
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
中
で
も
屈
指
の
論
客
で
あ
り
、
一
九
四
八
年
に
﹃
資
本
主
義
・
共
産
主
義
・
キ
リ
ス
(
)
ト
教
﹄
82
83
と
い
う
本
を
出
版
す
る
な
ど
、
書
記
長
辞
任
後
も
活
発
な
言
論
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
ア
レ
ー
セ
再
起
用
の
背
景
と
し
て
、
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
に
、
一
九
四
一
年
に
発
生
し
た
政
治
危
機
を
首
尾
よ
く
収
拾
し
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
再
編
を
成
功
さ
せ
た
︵
第
一
章
第
二
節
参
照
︶
と
い
う
過
去
の
実
績
で
あ
る
。
第
二
に
、﹁
国
民
革
命
﹂
を
推
進
す
る
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
を
失
い
、
不
満
を
高
ま
ら
1
せ
て
い
る
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
が
受
け
入
れ
う
る
だ
け
の
十
分
な
威
信
を
持
ち
、
か
つ
フ
ラ
ン
コ
に
忠
実
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
ア
レ
ー
セ
は
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
内
部
の
不
満
解
消
・
規
律
回
復
と
い
う
フ
ラ
ン
コ
の
(
)
思
惑
を
超
え
て
活
動
す
る
。
ア
レ
ー
セ
に
84
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
コ
の
高
齢
化
︵
一
九
五
六
年
時
点
で
六
四
歳
︶
と
い
う
状
況
の
中
、﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
の
体
制
を
安
定
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
未
だ
に
フ
ラ
ン
コ
の
個
人
的
権
威
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
支
配
を
、
よ
り
体
系
的
・
脱
個
人
的
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
コ
が
内
戦
以
来
一
身
に
有
し
て
い
る
諸
権
力
を
、
法
的
・
制
度
的
基
盤
を
持
つ
も
の
と
し
た
上
で
、
権
力
継
承
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
速
や
か
に
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
九
四
七
年
の
継
承
法
で
は
す
で
に
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
は
終
身
の
摂
政
た
る
フ
ラ
ン
コ
が
統
治
す
る
﹁
王
な
き
王
政
﹂
で
あ
り
、﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
は
フ
ラ
ン
コ
自
身
が
指
名
し
た
後
継
の
王
が
統
治
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
方
針
は
、
幅
広
い
政
治
勢
力
が
合
意
し
た
既
定
路
線
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
同
様
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
過
渡
的
な
も
の
で
あ
り
、﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
に
安
定
的
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
継
承
法
の
枠
組
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。﹁
フ
ラ
ン
コ
な
き
フ
ラ
ン
コ
体
制
﹂
の
準
備
を
目
指
し
た
ア
レ
ー
セ
に
よ
る
制
度
化
構
想
は
、
こ
の
既
定
路
線
に
対
し
突
如
と
し
て
向
け
ら
れ
た
重
大
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
第
二
節
ア
レ
ー
セ
の
﹁
施
政
方
針
﹂
︱
︱
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
演
説
︱
︱
新
書
記
長
に
就
任
し
た
ア
レ
ー
セ
は
、
基
本
法
案
作
成
の
﹁
右
腕
﹂
と
し
て
ラ
ー
モ
・
デ
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
︵
E
m
ilio
L
am
o
d
e
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E
sp
in
osa︶
を
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
委
員
会
︵
C
on
sejo
(
)
N
acion
al︶
委
員
な
ら
び
に
政
治
研
究
所
︵
In
stitu
to
d
e
E
stu
d
ios
P
olíticos︶
メ
ン
バ
85
ー
に
任
命
し
た
。
同
時
に
ア
レ
ー
セ
は
、
自
ら
の
制
度
化
構
想
を
積
極
的
に
開
陳
し
、
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
支
持
を
喚
起
し
よ
う
と
す
る
。
三
月
四
日
に
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
と
Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
︵
las
Ju
n
tas
d
e
O
fen
siv
a
N
acion
al-S
in
d
icalistas︶
の
合
同
二
〇
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
ア
レ
ー
セ
は
自
ら
の
﹁
施
政
方
針
﹂
と
も
呼
べ
る
(
)
演
説
を
行
い
、
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち
出
し
86
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
街
頭
︵
＝
国
民
の
積
極
的
支
持
︶
を
勝
ち
取
る
︵
g
an
ar
la
cale︶
﹂
と
、﹁
体
制
を
構
築
す
る
︵
estru
ctu
rar
el
R
ég
-
im
en
︶
﹂
で
あ
る
。
﹁
街
頭
を
勝
ち
取
る
こ
と
と
、
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
が
再
び
人
々
の
魂
と
現
実
の
中
に
よ
り
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
我
々
ス
ペ
イ
ン
人
に
解
決
策
と
展
望
を
与
え
る
一
連
の
法
を
築
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
︵
中
略
︶
街
頭
を
勝
ち
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
我
々
の
野
心
的
な
旅
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
︵
中
略
︶
体
制
を
構
築
す
る
と
言
う
時
、
ス
ペ
イ
ン
の
未
来
の
長
き
道
の
り
を
全
て
カ
バ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
を
築
く
必
要
性
を
指
し
て
い
る
。
自
由
主
義
が
王
政
・
共
和
政
下
で
一
五
〇
年
も
生
き
延
び
た
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
思
想
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
一
連
の
法
体
系
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
も
、
自
身
の
思
想
を
速
や
か
に
法
的
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
最
後
に
ア
レ
ー
セ
は
、
基
本
法
整
備
の
必
要
性
を
以
下
の
よ
う
に
訴
え
た
。
﹁
我
々
に
は
い
く
つ
か
の
基
本
法
が
あ
る
が
、
ま
だ
作
成
す
べ
き
多
く
の
基
本
法
が
残
っ
て
い
る
。︵
中
略
︶
例
え
ば
、
政
府
首
班
︵
Jefa-
tu
ra
d
el
G
ob
iern
o︶
の
執
行
権
の
継
承
、
国
民
運
動
指
導
者
︵
Jefatu
ra
d
el
M
ov
im
ien
to︶
の
政
治
的
権
力
の
継
承
を
規
定
し
た
法
で
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あ
る
。﹂
﹁
街
頭
を
勝
ち
取
る
﹂
は
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
活
動
家
に
対
し
、
規
律
を
重
ん
じ
、
清
廉
な
行
動
に
よ
っ
て
範
を
示
す
こ
と
で
、
国
民
の
間
で
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
人
気
・
信
頼
を
回
復
す
べ
き
と
訓
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
月
八
日
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
局
か
ら
各
県
指
導
者
に
宛
て
た
(
)
通
達
で
も
、
こ
の
点
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
同
時
に
、
若
年
層
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
活
動
家
を
積
極
的
に
政
治
機
構
に
編
入
す
べ
き
と
87
い
う
指
示
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
方
針
は
、
一
九
五
三
年
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
大
会
︵
第
四
、
第
一
〇
分
科
会
︶
で
も
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
で
の
騒
擾
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
が
国
民
を
統
合
し
、
そ
の
政
治
的
要
求
を
適
切
に
汲
み
上
げ
る
と
い
う
構
想
の
実
現
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
へ
の
強
い
危
機
感
が
、
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
よ
う
。
一
方
、﹁
体
制
を
構
築
す
る
﹂
は
、
ア
レ
ー
セ
に
よ
り
初
め
て
打
ち
出
さ
れ
た
方
針
で
あ
る
。
す
で
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
大
会
︵
第
一
分
科
会
︶
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
機
能
は
基
本
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
議
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
ア
レ
ー
セ
は
自
身
の
構
想
に
、
政
治
権
力
構
造
の
規
定
と
、
現
体
制
の
安
定
的
継
続
を
保
障
す
る
規
定
も
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
﹁
街
頭
を
勝
ち
取
る
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
コ
は
四
月
末
に
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
各
都
市
を
歴
訪
し
た
。
四
月
二
九
日
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
で
約
二
万
五
〇
〇
〇
人
の
聴
衆
を
前
に
行
っ
た
演
説
で
、
フ
ラ
ン
コ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
身
が
死
亡
も
し
く
は
執
務
不
能
な
ど
に
陥
っ
た
際
の
体
制
の
政
治
的
安
定
性
は
、
国
民
運
動
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
。
ま
た
、
王
政
は
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
を
必
要
と
し
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
な
し
に
は
王
政
は
継
続
し
得
な
い
と
し
て
、
自
身
の
支
配
の
後
に
は
王
政
が
導
入
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
国
民
運
動
の
基
本
原
則
に
従
っ
た
も
の
に
な
る
と
強
調
(
)
し
た
。
こ
の
演
説
と
、
そ
れ
に
対
88
す
る
聴
衆
の
熱
狂
を
見
た
ア
レ
ー
セ
は
、
自
身
の
構
想
実
現
に
確
か
な
手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
と
(
)
い
う
。
だ
が
こ
の
演
説
の
内
容
は
、
89
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
と
国
民
運
動
の
基
本
原
則
の
優
越
性
を
認
め
つ
つ
も
、﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
の
体
制
は
王
政
で
あ
る
と
い
う
、
継
承
法
の
枠
組
を
超
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
フ
ラ
ン
コ
自
身
が
﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
を
意
識
し
た
発
言
を
す
る
機
会
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が
増
え
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
大
晦
日
に
国
民
に
向
け
た
(
)
声
明
で
も
、﹁
政
治
的
継
続
性
・
安
定
性
の
一
般
的
・
基
本
的
90
問
題
は
国
家
首
長
継
承
の
枠
組
の
み
で
は
解
決
さ
れ
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
声
明
も
、
継
承
法
に
代
わ
る
新
た
な
枠
組
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
を
補
完
す
る
法
制
の
必
要
性
を
訴
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
節
﹁
体
制
を
構
築
す
る
﹂
︱
︱
基
本
法
案
の
起
草
過
程
︱
︱
続
い
て
ア
レ
ー
セ
は
、
第
二
の
目
標
﹁
体
制
を
構
築
す
る
﹂
の
実
現
に
着
手
す
る
。
ま
ず
三
月
一
三
日
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
政
治
評
議
会
︵
註
︵
︶
参
照
︶
が
招
集
さ
れ
、
新
た
な
三
つ
の
基
本
法
、
①
政
府
首
班
と
そ
の
継
承
に
関
し
て
、
②
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
指
導
者
と
そ
の
継
承
に
85関
し
て
、
そ
し
て
③
国
家
と
国
民
運
動
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
基
本
原
則
、
を
制
定
す
る
必
要
性
が
訴
え
ら
(
)
れ
た
。
こ
の
計
画
の
主
眼
91
は
、
国
家
首
長
・
政
府
首
班
・
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
指
導
者
の
機
能
・
権
限
を
定
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
や
、
後
二
者
の
任
免
・
継
承
の
手
続
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
︵
国
家
首
長
の
継
承
は
継
承
法
で
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
た
︶
。
ま
た
ア
レ
ー
セ
の
計
画
で
は
、
実
質
上
の
政
治
権
力
は
後
二
者
が
担
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
五
月
一
七
日
、
再
び
政
治
評
議
会
が
招
集
さ
れ
、
一
〇
名
か
ら
な
る
基
本
法
案
の
起
草
委
員
会
が
任
命
(
)
さ
れ
、﹁
国
民
運
動
組
織
法
92
︵
L
ey
O
rg
án
ica
d
el
M
ov
im
ien
to︶
﹂、﹁
政
府
整
備
法
︵
L
ey
d
e
O
rd
en
ación
d
el
G
ob
iern
o︶
﹂、﹁
国
民
運
動
原
則
法
︵
L
ey
d
e
p
rin
cip
ios
fu
n
d
am
en
tales
d
el
M
ov
im
ien
to︶
﹂
を
起
草
す
る
と
決
定
さ
れ
た
。
起
草
委
員
会
は
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
寄
り
の
構
成
で
あ
っ
た
が
、
基
本
法
成
立
ま
で
に
は
七
つ
の
段
階
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
(
)
ら
ず
、
起
草
委
員
会
を
通
過
し
た
案
が
、
そ
れ
以
降
の
段
階
を
通
過
93
で
き
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
起
草
委
員
会
で
の
議
論
は
、
ラ
ー
モ
・
デ
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
に
よ
る
素
案
を
た
た
き
台
に
進
(
)
ん
だ
。
素
案
で
は
ま
ず
、
王
は
コ
ル
テ
94
ス
と
基
本
法
、
国
民
運
動
原
則
に
忠
誠
を
誓
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
の
後
継
た
る
王
は
国
家
首
長
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と
な
る
も
の
の
、
政
府
首
班
あ
る
い
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
指
導
者
を
兼
任
す
る
可
能
性
を
排
除
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
委
員
会
に
つ
い
て
で
あ
る
。
素
案
で
は
、
全
国
委
員
会
を
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
国
家
に
お
け
る
最
高
議
決
機
関
と
位
置
づ
け
た
。
同
時
に
全
国
委
員
会
の
う
ち
選
出
委
員
を
三
分
の
二
に
拡
大
し
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
指
導
者
は
全
国
委
員
会
で
の
選
挙
で
過
半
数
を
獲
得
し
た
者
が
就
任
し
、
政
府
首
班
は
、
全
国
委
員
会
の
提
案
に
し
た
が
っ
て
国
家
首
長
が
任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
案
に
は
、
全
国
委
員
会
の
選
出
部
門
を
拡
大
し
、
か
つ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
指
導
者
と
政
府
首
班
を
実
質
的
に
全
国
委
員
会
が
決
定
す
る
と
規
定
す
る
こ
と
で
、
政
治
権
力
の
代
表
性
を
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
レ
ー
セ
自
身
が
主
導
し
た
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
再
編
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
統
治
の
領
域
か
ら
撤
退
し
、
社
会
の
教
化
・
統
合
を
担
う
機
関
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
。
だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
﹁
上
か
ら
の
﹂
統
合
と
い
う
性
格
の
強
い
も
の
で
、﹁
下
か
ら
の
﹂
要
求
を
汲
み
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
の
下
で
進
め
ら
れ
た
﹁
国
民
革
命
﹂
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
役
職
の
選
出
部
門
を
拡
大
す
る
な
ど
、﹁
下
か
ら
の
﹂
要
求
を
汲
み
上
げ
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
内
部
の
代
表
性
を
高
め
る
試
み
は
な
さ
れ
た
が
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
政
治
権
力
と
の
間
に
明
確
な
関
係
は
築
か
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
一
九
五
六
年
の
ア
レ
ー
セ
案
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
に
政
治
参
加
の
機
能
を
与
え
、
か
つ
政
治
権
力
を
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
影
響
下
に
置
く
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
コ
亡
き
後
の
政
治
権
力
の
正
統
性
を
担
保
し
、
体
制
の
安
定
性
・
継
続
性
を
保
障
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
ア
レ
ー
セ
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
と
政
府
を
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
で
独
占
す
る
と
い
う
意
図
も
持
ち
、
書
記
長
就
任
直
後
フ
ラ
ン
コ
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
同
質
な
内
閣
へ
の
改
造
を
提
言
し
た
が
、
こ
れ
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
ア
レ
ー
セ
ら
の
攻
勢
は
、
当
然
起
草
委
員
会
内
の
反
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
勢
力
か
ら
反
発
を
呼
ん
だ
。
カ
ル
リ
ス
タ
で
あ
る
法
相
イ
ト
ゥ
ル
メ
ン
デ
ィ
は
、
継
承
法
で
規
定
さ
れ
た
﹁
伝
統
的
、
代
表
制
的
王
政
﹂
に
よ
っ
て
の
み
、﹁︵
ス
ペ
イ
ン
が
か
つ
て
陥
っ
た
︶
政
党
に
よ
る
無
機
的
民
主
政
の
専
制
﹂
を
回
避
で
き
る
と
し
て
、
王
政
を
骨
抜
き
に
し
か
ね
な
い
ア
レ
ー
セ
案
に
反
対
し
た
。
ま
た
官
房
長
官
カ
レ
ー
ロ
は
、
自
ら
が
用
意
し
た
国
民
運
動
組
織
法
草
案
の
第
一
条
に
﹁
国
民
運
動
は
十
字
軍
︵
＝
内
戦
に
お
け
る
フ
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ラ
ン
コ
陣
営
︶
の
思
想
全
て
を
統
合
す
る
共
同
体
で
あ
り
…
…
﹂
と
い
う
文
言
を
盛
り
込
み
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
暗
に
釘
を
刺
し
た
。
こ
う
し
て
起
草
委
員
会
で
の
議
論
が
続
く
最
中
の
七
月
一
七
日
、
第
七
回
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
委
員
会
が
招
集
さ
れ
た
。
こ
れ
は
軍
事
蜂
起
︵
=
内
戦
開
始
︶
二
〇
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
法
問
題
に
つ
い
て
の
審
議
も
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
全
国
委
員
会
開
催
は
一
九
四
五
年
以
来
実
に
一
一
年
ぶ
り
で
あ
り
、
基
本
法
問
題
が
体
制
全
体
に
関
わ
る
極
め
て
重
要
な
政
治
的
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
フ
ラ
ン
コ
は
記
念
(
)
演
説
に
お
い
て
、
自
身
の
指
導
が
危
機
に
瀕
し
た
場
合
に
、
国
民
運
動
95
を
中
心
と
し
た
政
治
体
制
の
継
続
性
を
保
障
す
る
た
め
に
、
速
や
か
に
基
本
法
を
制
定
す
る
必
要
を
認
め
た
。
し
か
し
、
四
月
末
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
歴
訪
時
の
演
説
と
異
な
り
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
優
越
性
を
訴
え
る
よ
う
な
文
言
の
な
い
、
極
め
て
﹁
無
難
﹂
な
内
容
に
終
始
し
た
。
フ
ラ
ン
コ
の
態
度
が
変
化
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
起
草
委
員
会
で
対
立
が
続
い
て
い
る
基
本
法
問
題
に
関
し
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
に
偏
っ
た
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
九
月
に
ア
レ
ー
セ
ら
は
、
起
草
委
員
会
と
し
て
の
最
終
的
な
草
案
︵
国
民
運
動
組
織
法
、
政
府
整
備
法
︶
を
作
成
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
草
案
に
は
﹁
王
︵
rey
︶
﹂
あ
る
い
は
﹁
摂
政
︵
R
eg
en
te︶
﹂
と
い
う
文
言
が
一
言
も
含
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
上
述
の
通
り
ア
レ
ー
セ
ら
に
と
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
コ
の
後
継
の
国
家
首
長
＝
王
は
あ
く
ま
で
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
り
、
実
質
的
な
政
治
権
力
に
関
す
る
基
本
法
案
で
規
定
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
の
点
は
、
カ
レ
ー
ロ
ら
だ
け
で
は
な
く
起
草
委
員
会
の
外
に
お
い
て
も
、
多
方
面
か
ら
の
強
い
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
九
月
二
九
日
、
サ
ラ
マ
ン
カ
で
フ
ラ
ン
コ
の
国
家
首
長
就
任
二
〇
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
(
)
れ
た
。
演
説
の
中
で
ア
レ
ー
セ
は
、
国
民
96
運
動
組
織
法
と
政
府
整
備
法
の
草
案
を
作
成
し
、
全
国
委
員
会
に
送
付
す
る
こ
と
を
公
表
し
た
。
そ
の
上
で
ア
レ
ー
セ
は
、
国
民
運
動
原
則
法
は
﹁
国
民
運
動
に
国
家
と
社
会
の
中
間
組
織
と
し
て
の
役
割
を
与
え
、
体
制
の
政
治
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
な
ら
び
に
政
党
の
関
与
な
し
に
国
家
の
政
治
的
領
域
に
参
加
で
き
る
民
主
的
機
能
を
与
え
る
﹂
も
の
で
あ
り
、
政
府
整
備
法
は
﹁
政
府
を
国
民
運
動
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の
﹃
恒
常
的
影
響
︵
con
stan
te
in
flu
en
cia︶
﹄
下
に
置
く
﹂
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
演
説
か
ら
、
ア
レ
ー
セ
が
Ｆ
Ｅ
Ｔ
を
い
か
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
ア
レ
ー
セ
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
を
政
党
で
は
な
く
、
社
会
を
統
合
し
、
国
家
と
社
会
を
つ
な
ぐ
中
間
団
体
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
点
は
一
九
五
〇
年
代
の
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
︵
第
一
章
第
二
節
参
照
︶
と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
ア
レ
ー
セ
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
は
国
民
の
政
治
参
加
を
担
保
す
る
機
関
で
あ
り
、
2
ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
の
み
で
な
く
実
質
的
に
も
政
府
を
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
影
響
下
に
置
く
と
し
た
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
は
、
一
九
五
三
年
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
大
会
で
は
目
立
た
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
レ
ー
セ
が
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
に
よ
る
Ｆ
Ｅ
Ｔ
な
ら
び
に
政
府
の
独
占
を
目
論
ん
だ
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
非
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
勢
力
に
は
単
一
政
党
に
よ
る
全
体
主
義
的
体
制
に
他
な
ら
な
い
も
の
と
映
(
)
っ
た
。
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起
草
委
員
会
内
で
も
一
致
を
見
て
い
な
い
段
階
で
の
こ
の
演
説
は
、
明
ら
か
に
﹁
勇
み
足
﹂
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
が
基
本
法
案
に
つ
い
て
予
期
せ
ぬ
形
で
公
表
し
た
こ
と
は
、
他
の
起
草
委
員
︵
と
り
わ
け
カ
レ
ー
ロ
と
イ
ト
ゥ
ル
メ
ン
デ
ィ
︶
の
反
発
を
招
(
)
い
た
。
ま
98
た
、
同
日
の
フ
ラ
ン
コ
の
演
説
で
は
基
本
法
案
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
間
に
は
温
度
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
草
案
は
一
〇
月
六
日
に
全
国
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
が
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
以
外
の
政
治
勢
力
も
多
数
含
む
全
国
委
員
会
で
の
議
論
は
当
然
紛
糾
し
た
。
第
四
節
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
反
対
か
ら
ア
レ
ー
セ
案
の
撤
回
へ
全
国
委
員
会
で
の
議
論
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
中
、
ア
レ
ー
セ
案
へ
の
反
対
は
よ
り
広
範
な
形
で
現
れ
る
。
と
り
わ
け
決
定
的
だ
っ
た
の
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
反
対
で
あ
っ
た
。
首
座
大
司
教
会
議
は
一
一
月
末
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
会
合
を
開
き
、
一
二
月
初
め
に
は
プ
ラ
・
イ
・
デ
ニ
エ
ル
他
二
人
の
大
司
教
が
フ
ラ
ン
コ
を
訪
問
し
た
。
会
談
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
基
本
法
草
案
へ
の
反
対
を
表
明
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
二
月
一
二
日
付
で
上
述
の
三
人
の
大
司
教
名
義
で
フ
ラ
ン
コ
に
送
ら
れ
た
(
)
書
簡
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
99
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書
簡
は
ま
ず
、
継
承
法
第
一
条
︵﹁
政
治
的
単
位
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
・
社
会
的
・
代
表
制
国
家
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
を
維
持
し
、
王
国
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
﹂︶
に
言
及
し
つ
つ
、
ア
レ
ー
セ
案
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
義
と
一
致
し
な
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
、
問
題
点
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
﹁
国
民
運
動
組
織
法
な
ら
び
に
政
府
整
備
法
は
単
一
政
党
を
国
家
の
最
高
権
力
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
国
民
運
動
の
全
国
委
員
会
が
政
府
、
コ
ル
テ
ス
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
、
後
二
者
の
活
動
は
制
限
さ
れ
る
。︵
中
略
︶
こ
れ
に
従
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
府
形
態
は
王
政
で
も
共
和
政
で
も
有
機
的
・
無
機
的
い
ず
れ
の
民
主
政
で
も
な
く
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
イ
タ
リ
ア
や
ナ
チ
ズ
ム
期
の
ド
イ
ツ
、
あ
る
い
は
ペ
ロ
ン
政
権
期
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
な
、
単
一
政
党
に
よ
る
真
の
独
裁
に
他
な
ら
な
い
。﹂
さ
ら
に
書
簡
は
、
ア
レ
ー
セ
案
が
、
今
ま
で
制
定
さ
れ
た
基
本
法
と
も
一
致
し
な
い
と
指
摘
す
る
。
例
え
ば
国
民
運
動
組
織
法
第
二
二
条
、﹁
国
民
運
動
は
世
論
の
指
導
・
政
治
的
広
報
を
担
う
﹂
は
、
意
見
表
明
の
自
由
を
保
障
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
民
憲
章
第
一
二
条
に
、
垂
直
組
合
以
外
に
生
産
者
を
代
表
す
る
団
体
の
存
在
を
認
め
な
い
と
し
た
同
法
第
二
四
条
は
、
集
会
・
結
社
の
自
由
を
保
障
し
た
人
民
憲
章
第
一
六
条
に
そ
れ
ぞ
れ
反
す
る
と
し
た
。
さ
ら
に
全
国
委
員
会
の
優
越
性
に
つ
い
て
も
、﹁
コ
ル
テ
ス
は
ス
ペ
イ
ン
人
民
の
参
加
の
た
め
の
最
高
機
関
で
あ
る
﹂
と
定
め
た
コ
ル
テ
ス
設
置
法
︵
L
ey
d
e
creación
d
e
las
C
ortes
(
)
E
sp
añ
oles︶
に
反
す
る
と
し
た
。
100
そ
の
上
で
書
簡
は
、
ア
レ
ー
セ
案
を
﹁
ス
ペ
イ
ン
の
伝
統
に
で
は
な
く
外
国
の
全
体
主
義
体
制
に
根
ざ
す
も
の
﹂
と
指
弾
し
、
新
し
い
基
本
法
の
制
定
で
は
な
く
、
既
存
の
基
本
法
︵
特
に
人
民
憲
章
︶
の
規
定
を
速
や
か
に
実
行
す
る
こ
と
が
肝
要
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
ア
レ
ー
セ
案
が
彼
の
意
図
に
反
し
、﹁
単
一
政
党
Ｆ
Ｅ
Ｔ
が
国
家
を
指
導
し
、
国
民
の
動
員
を
一
手
に
担
う
全
体
主
義
的
独
裁
﹂
と
映
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。﹁
全
体
主
義
的
﹂
と
い
う
非
難
や
、
既
存
の
基
本
法
の
枠
組
を
尊
重
す
べ
き
と
い
う
意
見
は
、
全
国
委
員
会
に
お
い
て
王
党
派
や
カ
ル
リ
ス
タ
も
主
張
し
て
お
り
、
特
段
の
目
新
し
さ
は
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
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の
は
、
ア
レ
ー
セ
案
へ
の
反
対
が
起
草
委
員
会
あ
る
い
は
全
国
委
員
会
と
い
う
場
を
超
え
て
広
が
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
中
心
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
政
府
と
の
良
好
な
関
係
維
持
を
重
視
し
て
き
た
高
位
聖
職
者
層
も
、
基
本
法
問
題
に
対
し
て
は
一
致
し
て
反
対
を
表
明
し
た
。
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
そ
れ
ま
で
体
制
の
政
治
的
正
統
性
へ
疑
義
を
は
さ
む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ア
レ
ー
セ
案
は
そ
の
正
統
性
を
根
底
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
反
対
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
基
本
法
計
画
に
対
し
介
入
し
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
コ
は
、
そ
の
立
場
を
見
直
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
大
司
教
の
訪
問
を
受
け
た
直
後
、
フ
ラ
ン
コ
は
カ
レ
ー
ロ
を
通
じ
て
、
基
本
法
案
撤
回
を
要
請
(
)
し
た
。
こ
れ
に
101
対
し
当
初
ア
レ
ー
セ
は
、
基
本
法
案
は
純
粋
に
政
治
的
な
問
題
で
あ
り
、
高
位
聖
職
者
層
の
管
轄
外
で
あ
る
と
反
発
(
)
し
た
。
だ
が
一
月
102
七
、
八
日
と
フ
ラ
ン
コ
を
訪
問
し
た
ア
レ
ー
セ
は
、
改
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
対
立
こ
そ
が
主
要
な
懸
念
で
あ
る
旨
説
明
を
受
け
、
遂
に
辞
任
を
決
断
す
る
。
こ
れ
を
受
け
フ
ラ
ン
コ
は
後
述
の
通
り
二
月
二
五
日
に
内
閣
改
造
を
行
い
、
ア
レ
ー
セ
は
閣
内
に
は
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
重
要
度
で
は
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
新
設
の
住
宅
相
ポ
ス
ト
に
追
い
や
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
四
五
年
以
来
労
相
を
務
め
、﹁
国
民
革
命
﹂
の
象
徴
で
あ
っ
た
ヒ
ロ
ン
も
閣
外
に
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
人
事
に
は
、
ア
レ
ー
セ
や
ヒ
ロ
ン
は
個
人
主
義
的
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
排
除
を
訴
え
た
カ
レ
ー
ロ
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
ヒ
ロ
ン
に
関
し
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
無
謀
と
も
い
え
る
賃
金
政
策
に
よ
っ
て
深
刻
な
イ
ン
フ
レ
を
招
い
た
こ
と
も
更
迭
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
が
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
に
よ
る
同
質
的
な
内
閣
改
造
を
打
診
し
て
一
年
に
も
満
た
な
い
中
、
皮
肉
に
も
古
参
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
は
内
閣
か
ら
ほ
ぼ
一
掃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
は
、
個
人
と
し
て
の
フ
ラ
ン
コ
に
あ
ら
ゆ
る
権
力
が
集
中
し
た
体
制
か
ら
、
脱
個
人
的
で
制
度
化
さ
れ
た
体
制
へ
転
換
す
る
必
要
性
は
多
く
の
勢
力
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ア
レ
ー
セ
案
は
こ
う
し
た
必
要
性
に
鑑
み
、
国
民
の
政
治
参
加
、
政
治
権
力
構
造
と
そ
の
継
承
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
確
化
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
だ
が
ア
レ
ー
セ
案
の
決
定
的
弱
点
は
、
上
述
の
大
司
教
ら
の
書
簡
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
既
存
の
基
本
法
と
こ
と
ご
と
く
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
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け
王
・
王
政
の
問
題
は
決
定
的
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
コ
の
死
亡
も
し
く
は
執
務
不
能
に
際
し
、
継
承
法
に
従
っ
て
王
政
に
移
行
す
る
と
い
う
枠
組
は
、
一
部
急
進
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
以
外
に
と
っ
て
の
﹁
最
大
公
約
数
﹂
的
合
意
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
継
承
法
が
国
民
投
票
を
経
て
成
立
し
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
枠
組
に
対
す
る
強
力
な
正
統
化
根
拠
と
な
(
)
っ
た
。
103
こ
の
よ
う
に
、
ア
レ
ー
セ
案
に
は
そ
も
そ
も
大
き
な
制
約
が
内
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
当
時
の
政
治
構
造
も
重
要
で
あ
る
。
ア
レ
ー
セ
が
最
初
に
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
を
務
め
た
一
九
四
〇
年
代
前
半
は
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
の
政
治
ア
リ
ー
ナ
は
非
常
に
狭
い
上
、
流
動
的
で
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
政
治
体
制
は
よ
り
構
造
化
・
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
重
要
な
政
治
課
題
は
﹁
公
的
な
﹂
場
で
の
審
議
・
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
。
ア
レ
ー
セ
自
身
、
自
ら
の
基
本
法
制
定
計
画
を
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
実
現
さ
せ
る
と
構
想
し
て
い
た
︵
註
︵
︶
参
照
︶
。
こ
う
し
た
政
治
構
造
下
93
で
は
、
政
治
ア
リ
ー
ナ
内
の
各
ア
ク
タ
ー
と
の
利
害
調
整
が
不
可
欠
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
レ
ー
セ
は
、
一
九
四
〇
年
代
と
同
様
、
一
方
で
は
自
ら
の
最
大
の
政
治
資
源
で
あ
る
フ
ラ
ン
コ
か
ら
の
信
任
を
背
景
に
、
制
度
化
計
画
に
向
け
て
﹁
独
走
﹂
し
、
他
方
で
政
治
ア
リ
ー
ナ
の
外
か
ら
国
民
の
積
極
的
支
持
を
調
達
し
よ
う
と
し
た
。
ア
レ
ー
セ
は
、
全
国
委
員
会
で
王
党
派
や
カ
ル
リ
ス
タ
か
ら
示
さ
れ
た
修
正
提
案
を
草
案
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
(
)
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
の
後
任
書
記
長
と
な
104
る
ソ
リ
ス
︵
José
S
olís
R
u
iz︶
は
、﹁
閣
議
に
お
い
て
ア
レ
ー
セ
は
何
も
語
ら
な
か
っ
た
。︵
中
略
︶
彼
の
政
治
計
画
は
、
他
の
閣
僚
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
な
く
総
統
と
の
間
で
直
接
処
理
さ
れ
た
﹂
と
回
想
し
て
(
)
い
る
。
こ
う
し
た
ア
レ
ー
セ
の
姿
勢
は
、
次
章
で
見
る
中
央
105
行
政
再
編
に
お
い
て
、
カ
レ
ー
ロ
が
コ
ル
テ
ス
で
の
議
論
を
最
大
限
利
用
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
(
)
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
の
﹁
街
頭
を
勝
106
ち
取
る
﹂
と
い
う
目
標
の
実
現
可
能
性
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
政
治
構
造
下
で
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
体
制
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
拡
大
の
試
み
に
続
き
、
体
制
の
脱
個
人
化
・
制
度
化
の
試
み
が
挫
折
し
た
中
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
か
ら
存
在
し
た
経
済
成
長
を
目
指
す
動
き
が
、
政
策
運
営
の
効
率
化
と
い
う
要
素
を
伴
っ
て
、
体
制
改
革
の
主
要
な
焦
点
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
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︵︶
ア
レ
ー
セ
の
第
一
期
書
記
長
時
代
に
つ
い
て
は
、
Á
lv
aro
d
e
D
ieg
o,L
a
fal
ad
a
in
stitu
cion
alización
d
el
régim
en
d
e
F
ran
co:
L
a
operación
A
rrese
d
e
82
1
9
5
6
,T
esis
d
octoral,U
n
iv
ersid
ad
S
an
P
ab
lo-C
E
U
,2001,2a.p
arte.が
詳
し
い
。
︵
︶
José
L
u
is
d
e
A
rrese,C
apitalism
o,
C
om
u
n
ism
o,
C
ristian
ism
o,
M
ad
rid
,R
ad
ar,1947
83
︵
︶
P
au
l
P
reston
,F
ran
co,
L
on
d
on
,H
arp
er
C
olin
s,1993,p
p
.650-651
84
︵
︶
全
国
委
員
会
は
、
政
治
評
議
会
︵
Ju
n
ta
P
olítica︶
と
並
ぶ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
上
級
機
関
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
七
月
三
一
日
の
Ｆ
Ｅ
Ｔ
修
正
規
約
に
お
い
て
、
両
者
の
役
85
割
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
①
国
民
運
動
の
歩
み
に
と
っ
て
総
合
的
に
関
連
す
る
問
題
の
研
究
・
指
導
、
②
全
て
の
領
域
に
お
い
て
適
切
と
思
わ
れ
る
提
案
を
全
国
指
導
者
に
対
し
行
う
、
③
全
国
指
導
者
が
委
ね
た
事
項
に
つ
い
て
の
諮
問
、
④
予
算
の
管
理
・
監
査
・
出
納
。
た
だ
し
こ
の
時
点
で
、
全
国
委
員
会
は
一
九
四
五
年
以
来
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
治
評
議
会
も
年
に
一
度
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
の
予
算
承
認
の
た
め
に
招
集
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
上
記
の
規
定
は
完
全
に
形
骸
化
し
て
い
た
。
︵
︶
演
説
の
全
文
は
、
A
rriba,1956.3.6
86
︵
︶
S
ecretaría
G
en
eral
d
el
M
ov
im
ien
to,C
icu
lar
n
ú
m
.80,A
G
A
,51/19078
87
︵
︶
A
rriba,1956.5.1
88
︵
︶
José
L
u
is
d
e
A
rrese,U
n
a
etapa
con
stitu
yen
te,B
arcelon
a,P
lan
eta,1982,p
.44
89
︵
︶
A
rriba,1956.1.1
90
︵
︶
評
議
会
の
様
子
は
、
A
rriba,1956.3.14。
91
︵
︶
官
房
長
官
︵
S
u
b
secretario
d
e
P
resid
en
cia
d
elG
ob
iern
o︶
カ
レ
ー
ロ
︵
L
u
is
C
arrero
B
lan
co︶、
法
相
イ
ト
ゥ
ル
メ
ン
デ
ィ
︵
A
n
ton
io
Itu
rm
en
d
i︶︵
以
92
上
、
内
閣
代
表
︶、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
、
サ
ン
チ
ェ
ス
・
マ
サ
ス
︵
R
afael
S
án
ch
ez
M
azas︶︵
以
上
、
政
治
評
議
会
代
表
︶、
ヒ
ス
タ
ウ
︵
T
om
ás
G
is-
tau
︶、
ゴ
ン
サ
レ
ス
・
ビ
セ
ン
︵
L
u
is
G
on
zález
V
icén
︵
以
上
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
委
員
会
代
表
︶、
サ
ラ
ス
・
ポ
ン
ボ
、
レ
ゲ
ラ
︵
Joaq
u
ín
R
eg
u
era︶︵
以
上
、
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
局
代
表
︶、
コ
ン
デ
︵
Jav
ier
C
on
d
e︶、
ラ
ー
モ
・
デ
・
エ
ス
ピ
ノ
ー
サ
︵
以
上
、
政
治
研
究
所
代
表
︶。
D
e
D
ieg
o,op.cit.,
p
.330
︵
︶
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
。
①
起
草
委
員
会
、
②
Ｆ
Ｅ
Ｔ
全
国
委
員
会
、
③
Ｆ
Ｅ
Ｔ
政
治
評
議
会
、
④
政
府
、
⑤
コ
ル
テ
ス
、
⑥
国
家
首
長
、
⑦
国
民
投
票
。
93
A
rrese,U
n
a
etapa
con
stitu
yen
te,p
p
.71-72
︵
︶
起
草
過
程
の
詳
細
は
、
Ibid
.,p
p
.345-429
94
︵
︶
演
説
の
全
文
は
A
rriba,1956.7.18
95
︵
︶
式
典
の
様
子
、
各
演
説
の
全
文
な
ど
は
A
rriba,1956.9.30
96
︵
︶
ア
レ
ー
セ
の
構
想
を
﹁︵
Ｆ
Ｅ
Ｔ
︶
内
部
で
の
﹃
民
主
化
﹄、
外
部
で
の
﹃
全
体
主
義
化
﹄﹂
と
表
現
す
る
研
究
者
も
い
る
。
A
m
an
d
o
d
e
M
ig
u
el,S
ociología
d
el
97
fran
qu
ism
o.
A
n
álisis
id
eológico
d
e
los
m
in
istros
d
e
F
ran
co,B
arcelon
a,E
u
ros,1975,p
.61
︵
︶
L
au
rean
o
L
óp
ez
R
od
ó,L
a
larga
m
arch
a
h
acia
la
M
on
arqu
ía,B
arcelon
a,N
og
u
er,1977,p
.133
98
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︵︶
F
F
F
,10538
99
︵
︶
B
O
E
,1942.7.19,n
ú
m
.200
100
︵
︶
D
e
D
ieg
o,op.cit.,p
.693
101
︵
︶
A
rrese,U
n
a
etapa
con
stitu
yen
te,p
p
.214-219
102
︵
︶
権
威
主
義
体
制
下
で
、
国
民
投
票
な
ど
の
形
で
承
認
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
ル
ー
ル
が
﹁
内
的
な
﹂
も
の
か
ら
﹁
外
的
な
﹂
も
の
へ
と
変
容
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
103
い
て
は
、
武
藤
祥
、﹁﹃
暫
定
性
﹄
と
﹃
持
続
力
﹄
︱
権
威
主
義
体
制
の
動
態
分
析
に
関
す
る
一
試
論
﹂、﹃
国
際
政
治
﹄
第
一
四
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
〇
-一
二
一
ペ
ー
ジ
。
︵
︶
D
e
D
ieg
o,op.cit.,p
.617
104
︵
︶
L
au
rean
o
L
óp
ez
R
od
ó,M
em
orias,B
arcelon
a,A
ctu
alid
ad
y
L
ib
ros,1990,p
.303
105
︵
︶
P
ab
lo
H
isp
án
Ig
lesias
d
e
U
ssel,
L
a
política
en
el
régim
en
d
e
F
ran
co
en
tre
1
9
5
7
y
1
9
6
9
,
M
ad
rid
,
C
en
tro
d
e
E
stu
d
ios
P
olíticos
y
106
C
on
stitu
cion
ales,2006,p
.59
第
三
章
﹁
実
効
性
﹂
の
追
求
︱
︱
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
政
策
の
放
棄
と
中
央
行
政
の
再
編
︱
︱
第
一
節
経
済
自
由
化
と
介
入
主
義
の
並
存
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
通
り
、
一
九
五
七
年
の
内
閣
改
造
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
二
名
の
入
閣
と
、
一
九
五
九
年
の
﹁
経
済
安
定
化
計
画
﹂
の
導
入
は
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
内
戦
後
追
求
し
て
き
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
・
介
入
主
義
的
経
済
政
策
を
最
終
的
に
放
棄
し
、
経
済
自
由
化
へ
と
踏
み
切
っ
た
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
形
成
期
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
経
済
運
営
は
、
物
価
と
賃
金
の
統
制
、
輸
入
量
の
固
定
化
、
為
替
の
統
制
、
食
糧
品
の
配
給
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
規
制
な
ど
を
特
徴
と
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
政
権
上
層
部
の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
民
間
イ
ニ
シ
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ア
テ
ィ
ヴ
に
対
す
る
不
信
感
が
あ
(
)
っ
た
。
107
だ
が
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
こ
う
し
た
政
策
の
限
界
は
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
農
産
物
価
格
の
固
(
)
定
化
と
配
108
給
政
策
は
そ
の
裏
で
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
生
み
出
し
、
結
果
的
に
食
糧
不
足
と
価
格
高
騰
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
時
期
人
々
の
生
活
状
況
は
悲
惨
で
、
ま
た
原
材
料
や
電
力
供
給
の
不
足
な
ど
に
よ
り
生
産
活
動
も
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
現
状
に
対
す
る
人
々
の
不
満
が
体
制
全
体
に
対
す
る
政
治
的
不
満
へ
と
直
結
し
て
お
り
、
一
九
五
一
年
春
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
そ
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
強
い
危
機
感
が
、
政
権
内
部
で
は
共
有
さ
れ
て
(
)
い
た
。
109
ス
ト
ラ
イ
キ
直
後
の
一
九
五
一
年
四
月
四
日
、
官
房
長
官
カ
レ
ー
ロ
は
フ
ラ
ン
コ
に
宛
て
た
報
(
)
告
書
の
中
で
、
経
済
介
入
に
お
け
る
110
国
家
機
関
の
過
ち
、
通
商
上
の
重
要
問
題
に
関
す
る
省
庁
の
対
応
の
遅
さ
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
カ
レ
ー
ロ
は
フ
ラ
ン
コ
に
対
し
、
内
閣
改
造
だ
け
で
は
な
く
省
庁
組
織
の
再
編
も
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
た
。
こ
の
提
言
に
沿
っ
て
、
同
年
七
月
の
内
閣
改
造
に
合
わ
せ
、
商
工
業
省
は
商
業
省
・
工
業
省
に
分
割
さ
れ
、
同
時
に
情
報
観
光
省
が
新
設
さ
(
)
れ
た
。
111
新
内
閣
の
経
済
閣
僚
、
特
に
商
業
相
ア
ル
ブ
ル
ア
︵
M
an
u
al
A
rb
u
rú
a︶
、
財
務
相
ゴ
メ
ス
・
デ
ル
・
リ
ャ
ー
ノ
︵
F
ran
cisco
G
ú
m
ez
d
el
L
lan
o︶
、
農
相
カ
ベ
ス
タ
ニ
︵
R
afael
C
av
estan
y
︶
ら
は
上
述
の
政
策
か
ら
の
転
換
を
推
進
し
た
。
対
外
通
商
の
開
放
、
農
業
の
近
代
化
、
国
家
投
資
の
拡
大
な
ど
の
措
置
に
よ
り
、
生
産
水
準
は
内
戦
以
前
の
水
準
に
回
復
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
三
年
に
締
結
さ
れ
た
軍
事
・
経
済
協
定
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
経
済
援
助
も
極
め
て
重
要
だ
っ
た
。
援
助
は
五
三
年
か
ら
の
五
年
間
で
五
億
ド
ル
強
に
の
ぼ
り
、
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
経
済
に
と
っ
て
致
命
的
な
問
題
で
あ
っ
た
食
糧
・
原
材
料
不
足
を
解
消
す
る
の
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
だ
が
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
経
済
自
由
化
へ
の
転
換
が
直
線
的
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
こ
の
時
期
は
六
〇
年
代
の
成
長
路
線
の
前
段
階
だ
っ
た
と
い
う
理
解
は
、
体
制
内
部
に
お
け
る
合
理
的
・
効
率
的
な
経
済
政
策
に
よ
る
成
長
路
線
を
推
進
し
た
グ
ル
ー
プ
︵
カ
レ
ー
ロ
や
上
述
の
経
済
閣
僚
ら
︶
と
介
入
主
義
者
と
の
対
立
・
緊
張
を
無
視
し
て
(
)
い
る
。
介
入
主
義
的
政
策
を
主
導
し
112
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た
の
は
、
垂
直
組
合
、
工
業
省
、
全
国
産
業
公
社
︵
In
stitu
to
N
acion
al
d
e
In
d
u
stria,(
)
IN
I︶
な
ど
で
あ
っ
た
。
工
業
政
策
を
担
う
後
113
二
者
は
、
工
業
化
の
推
進
を
国
家
の
威
信
の
シ
ン
ボ
ル
と
捉
え
、
コ
ス
ト
を
無
視
し
た
輸
入
代
替
を
推
進
(
)
し
た
。
一
方
垂
直
組
合
の
指
114
導
層
な
ら
び
に
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
急
進
派
は
、
組
合
を
経
済
活
動
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
生
産
の
拡
大
と
労
働
者
へ
の
富
の
公
正
な
再
分
配
を
実
現
す
べ
く
、
国
家
の
介
入
を
主
張
し
た
︵
第
一
章
第
二
節
も
参
照
︶
。
彼
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
経
済
は
政
治
に
従
2
属
す
べ
き
と
い
う
信
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
経
済
成
長
と
い
う
共
通
目
標
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
実
現
を
め
ぐ
っ
て
経
済
自
由
化
路
線
と
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
/
介
入
主
義
路
線
が
並
存
・
対
立
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
的
政
策
の
残
存
が
も
た
ら
し
た
弊
害
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
特
に
イ
ン
フ
レ
は
こ
の
時
期
を
通
じ
て
昂
進
し
続
け
、
物
価
と
賃
金
の
不
均
衡
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
一
九
五
六
年
春
か
ら
マ
ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
い
っ
た
都
市
部
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス
ク
、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
地
方
な
ど
の
鉱
工
業
地
帯
で
も
賃
金
を
め
ぐ
っ
て
労
働
争
議
が
頻
発
(
)
し
た
。
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こ
の
事
態
に
対
処
す
べ
く
、
労
相
ヒ
ロ
ン
は
一
九
五
六
年
四
月
と
同
年
一
一
月
の
二
度
に
わ
た
り
、
合
計
で
約
三
〇
％
の
賃
上
げ
を
断
行
(
)
す
る
。
だ
が
こ
の
措
置
に
よ
り
、
一
九
五
一
-五
六
年
の
期
間
に
年
平
均
四
・
三
％
だ
っ
た
イ
ン
フ
レ
率
は
、
一
九
五
六
-五
八
年
116
の
期
間
に
は
一
一
・
七
％
と
激
増
(
)
す
る
。
ま
た
一
九
五
七
年
一
月
に
は
、
一
九
五
一
年
同
様
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
路
面
電
車
の
運
117
賃
値
上
げ
に
反
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
賃
上
げ
自
体
も
労
働
者
の
不
満
を
緩
和
す
る
効
果
は
な
か
っ
た
し
、
各
地
方
の
現
場
で
は
よ
り
抜
本
的
な
改
革
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
六
年
四
月
の
最
初
の
賃
上
げ
後
、
組
合
の
全
国
社
会
調
整
局
長
︵
V
icesecretario
n
aciob
n
al
d
e
O
rd
en
ación
S
ocial︶
は
、
各
県
に
そ
の
効
果
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
が
、
回
答
は
概
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
テ
ル
エ
ル
県
か
ら
の
回
答
で
は
﹁
様
々
な
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
必
需
物
資
の
価
格
上
昇
は
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
四
〇
％
の
賃
上
げ
が
必
要
﹂
と
い
っ
た
経
済
的
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、﹁
第
三
回
全
国
労
働
者
大
会
︵
C
on
g
reso
N
acion
al
d
e
T
rab
ajad
ores︶︵
一
九
五
三
年
七
月
一
二
-一
六
日
(
)
開
催
︶
で
決
定
さ
れ
た
方
針
や
労
働
者
の
窮
状
を
、
組
合
が
政
府
に
伝
え
て
い
な
い
﹂、﹁
組
合
が
官
僚
組
織
118
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化
し
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
政
治
的
批
判
・
不
満
ま
で
訴
え
ら
れ
る
有
様
で
あ
(
)
っ
た
。
119
こ
う
し
た
壊
滅
的
な
結
果
に
よ
り
、
経
済
的
効
率
性
を
無
視
し
て
労
働
者
へ
の
再
分
配
を
行
う
と
い
う
ヒ
ロ
ン
の
労
働
政
策
は
完
全
に
破
綻
し
た
。
そ
の
こ
と
は
介
入
主
義
的
経
済
運
営
へ
の
信
頼
を
決
定
的
に
失
墜
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
政
権
内
部
で
政
策
運
営
に
関
す
る
意
思
統
一
が
で
き
て
い
な
い
現
状
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
七
年
二
月
の
内
閣
改
造
と
そ
れ
に
伴
う
中
央
行
政
再
編
に
お
い
て
、
カ
レ
ー
ロ
ら
が
提
唱
す
る
効
率
的
・
一
元
的
な
政
策
運
営
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
節
経
済
自
由
化
へ
の
最
終
的
転
換
︱
︱
一
九
五
七
年
二
月
の
内
閣
改
造
︱
︱
一
九
五
七
年
一
月
上
旬
に
ア
レ
ー
セ
が
辞
任
の
意
思
を
固
め
る
と
、
フ
ラ
ン
コ
は
内
閣
改
造
を
企
図
し
、
カ
レ
ー
ロ
に
諮
問
す
る
。
カ
レ
ー
ロ
は
一
月
二
六
日
付
で
﹁
政
治
状
況
に
関
す
る
報
告
﹂
と
題
す
る
報
(
)
告
書
を
作
成
し
、
フ
ラ
ン
コ
に
送
付
し
た
。
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そ
の
中
で
カ
レ
ー
ロ
は
、
基
本
法
制
定
を
め
ぐ
る
動
き
や
、
政
治
問
題
担
当
の
閣
僚
と
経
済
閣
僚
と
の
不
一
致
な
ど
か
ら
、
人
々
の
間
に
は
政
治
・
経
済
状
況
に
対
す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
と
の
判
断
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
カ
レ
ー
ロ
は
、
二
つ
の
深
刻
な
状
況
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
﹁
革
命
﹂
を
求
め
続
け
る
︵
急
進
︶
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
勢
力
の
存
在
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
運
動
内
部
の
一
体
性
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
政
府
の
政
策
の
効
率
性
・
権
威
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
内
閣
改
造
に
お
い
て
カ
レ
ー
ロ
が
最
も
強
調
す
る
の
が
、﹁
チ
ー
ム
と
し
て
働
く
、
よ
り
有
能
な
人
物
﹂
の
選
出
で
あ
る
。
カ
レ
ー
ロ
は
、
ア
レ
ー
セ
や
ヒ
ロ
ン
を
そ
の
対
極
と
位
置
づ
け
、
彼
ら
の
排
除
を
主
張
し
た
。
こ
の
報
告
書
か
ら
約
一
ヶ
月
後
の
二
月
二
五
日
、
フ
ラ
ン
コ
は
前
章
で
述
べ
た
内
閣
改
造
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｆ
Ｅ
Ｔ
書
記
長
に
は
、
一
九
五
一
年
九
月
よ
り
垂
直
組
合
全
国
代
表
を
務
め
て
い
た
ソ
リ
ス
が
据
え
ら
れ
、
ア
レ
ー
セ
は
住
宅
相
と
い
う
閑
職
に
追
い
や
ら
れ
た
。
労
相
に
は
、
ソ
リ
ス
の
前
任
と
し
て
組
合
全
国
代
表
を
務
め
た
サ
ン
ス
・
オ
リ
オ
が
任
命
さ
れ
た
。
一
九
五
七
年
の
内
閣
改
1950年代におけるフランコ体制の岐路（武藤 祥）
321
造
は
、
複
合
的
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
こ
の
内
閣
改
造
の
象
徴
と
さ
れ
る
の
が
、﹁
オ
プ
ス
・
デ
イ
﹂
所
属
の
二
名
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
、
財
務
相
ナ
バ
ロ
・
ル
ビ
オ
︵
M
arian
o
N
av
arro
R
u
b
io︶
と
、
商
業
相
ウ
リ
ャ
ス
ト
レ
ス
︵
A
lb
erto
U
lastres︶
の
入
閣
で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
五
七
年
内
閣
を
﹁
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
内
閣
﹂
と
理
解
す
る
こ
と
は
誤
解
を
生
む
恐
れ
が
(
)
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
こ
の
121
二
つ
の
ポ
ス
ト
に
限
っ
て
も
す
で
に
五
一
年
内
閣
に
お
い
て
、
経
済
自
由
化
を
主
張
す
る
人
物
が
就
任
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
五
七
年
の
内
閣
改
造
を
も
っ
て
体
制
の
経
済
政
策
の
断
絶
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
(
)
あ
る
。
122
ま
た
多
く
の
論
者
が
、
こ
の
内
閣
改
造
に
よ
っ
て
﹁
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
が
決
定
的
に
退
潮
し
た
﹂
と
評
価
(
)
す
る
。
だ
が
よ
り
重
要
な
点
123
は
、
経
済
の
政
治
へ
の
従
属
を
訴
え
、
経
済
政
策
の
実
施
に
際
し
て
も
効
率
性
よ
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
志
向
を
優
先
さ
せ
る
人
物
︵
ヒ
ロ
ン
が
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
︶
が
一
掃
さ
れ
、
経
済
自
由
化
・
成
長
路
線
と
、
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
/介
入
主
義
と
の
並
存
状
態
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
一
元
的
行
政
機
構
の
形
成
︱
︱
国
家
中
央
行
政
再
編
︱
︱
効
率
的
・
一
元
的
な
政
策
運
営
を
主
張
し
た
カ
レ
ー
ロ
の
意
向
に
沿
う
形
で
、
内
閣
改
造
の
同
日
、
国
家
中
央
行
政
再
編
に
関
す
る
政
令
法
︵
D
ecreto-(
)
L
ey
︶
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
政
令
法
を
起
草
し
た
の
は
、
六
〇
年
代
以
降
の
経
済
政
策
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
124
に
な
る
ロ
ペ
ス
・
ロ
ド
︵
L
au
rean
o
L
óp
ez
R
od
ó︶
で
あ
る
。
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
行
政
法
教
授
で
あ
っ
た
ロ
ペ
ス
・
ロ
ド
は
、
一
九
五
六
年
九
月
初
旬
カ
レ
ー
ロ
に
呼
び
出
さ
れ
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
コ
が
報
告
書
を
求
め
て
い
る
旨
伝
え
ら
(
)
れ
た
。
こ
れ
に
応
え
125
て
ロ
ペ
ス
・
ロ
ド
は
、
政
府
官
房
︵
P
resid
en
cia
d
el
G
ob
iern
o︶
内
に
﹁
専
門
局
︵
S
ecretaría
G
en
eral
T
écn
ica︶
﹂
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
答
申
書
を
作
成
し
た
。
こ
の
案
は
カ
レ
ー
ロ
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
二
月
一
四
日
に
ロ
ペ
ス
・
ロ
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ド
自
身
が
そ
の
専
門
局
局
長
に
任
命
さ
れ
た
。
一
九
五
七
年
二
月
二
五
日
の
政
令
法
に
よ
り
、
新
た
に
政
府
内
に
四
つ
の
閣
僚
会
議
︵
経
済
問
題
、
文
化
活
動
、
衛
生
・
社
会
問
題
、
交
通
・
通
信
︶
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
長
は
官
房
長
官
が
務
め
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
官
房
の
中
核
に
、﹁
経
済
調
整
計
画
庁
︵
O
ficin
a
d
e
C
ord
in
ación
y
P
rog
ram
ación
E
con
óm
ica,O
C
Y
P
E
︶
﹂
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
政
令
法
の
文
言
に
従
え
ば
﹁
経
済
発
展
の
た
め
閣
僚
会
議
の
計
画
を
、
統
一
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
・
基
準
を
持
っ
て
作
成
す
る
﹂
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
こ
の
政
令
法
の
主
眼
は
、
官
房
・
官
房
長
官
の
権
限
・
管
轄
を
大
幅
に
拡
大
し
、
特
に
経
済
政
策
を
官
房
が
主
導
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
従
来
フ
ラ
ン
コ
と
の
個
人
的
関
係
の
み
に
依
拠
し
て
き
た
自
ら
の
政
治
的
影
響
力
を
、
よ
り
制
度
的
基
盤
を
持
っ
た
も
の
へ
と
強
化
し
よ
う
と
す
る
カ
レ
ー
ロ
の
意
図
も
窺
え
(
)
よ
う
。
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だ
が
、
カ
レ
ー
ロ
や
ロ
ペ
ス
・
ロ
ド
に
よ
る
官
房
の
権
限
強
化
の
試
み
は
、
当
然
他
省
庁
か
ら
の
反
発
も
生
む
。
財
務
相
ナ
バ
ロ
・
ル
ビ
オ
と
商
業
相
ウ
リ
ャ
ス
ト
レ
ス
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
は
あ
く
ま
で
も
諮
問
機
関
で
あ
り
、
経
済
問
題
閣
僚
会
議
を
補
佐
す
る
役
割
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
(
)
し
た
。
と
は
い
え
こ
の
軋
轢
は
あ
く
ま
で
も
政
権
内
部
で
の
権
限
を
め
ぐ
る
争
い
に
過
ぎ
ず
、
経
済
自
由
化
と
一
元
127
的
・
効
率
的
な
政
策
運
営
と
い
う
方
針
は
、
政
府
内
部
で
の
既
定
路
線
と
な
る
。
中
央
行
政
の
再
編
は
、
七
月
二
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
﹁
国
家
行
政
組
織
法
︵
L
ey
d
e
rég
im
en
ju
ríd
ico
d
e
la
A
d
m
in
istración
d
el
(
)
E
stad
o︶
﹂
で
完
結
す
る
。
七
月
一
五
日
、
同
法
案
の
コ
ル
テ
ス
で
の
承
認
に
際
し
、
カ
レ
ー
ロ
は
行
政
再
編
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
128
述
(
)
べ
た
。
129
﹁
…
今
日
全
て
の
国
に
お
い
て
、
行
政
活
動
の
発
展
と
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
複
雑
化
の
た
め
に
、
行
政
の
近
代
化
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
て
い
る
。︵
中
略
︶
秩
序
な
き
政
治
、
技
術
な
き
政
治
は
無
意
味
で
あ
る
。︵
中
略
︶
国
民
共
同
体
の
た
め
に
な
る
効
率
的
な
政
治
に
は
、
第
一
に
問
題
の
提
起
、
具
体
的
で
明
確
な
声
明
が
、
そ
の
後
に
、
最
小
の
コ
ス
ト
と
期
間
で
そ
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
、
効
率
的
な
諸
機
関
1950年代におけるフランコ体制の岐路（武藤 祥）
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が
必
要
で
あ
る
。﹂
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
近
代
的
で
効
率
的
な
行
政
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
問
題
に
は
拘
泥
せ
ず
、
政
治
の
技
術
的
側
面
を
重
視
す
る
カ
レ
ー
ロ
の
実
利
的
志
向
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
一
九
五
一
年
、
五
七
年
の
内
閣
改
造
に
先
立
つ
報
告
書
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
る
。
だ
が
、
介
入
主
義
路
線
と
自
由
化
路
線
の
並
存
状
態
が
解
消
さ
れ
た
中
で
の
こ
の
演
説
は
、
カ
レ
ー
ロ
の
個
人
的
志
向
の
み
な
ら
ず
、
以
降
の
体
制
全
体
の
政
治
的
路
線
を
表
明
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
中
央
行
政
の
再
編
と
、
前
節
で
述
べ
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
路
線
の
排
除
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
は
効
率
的
な
政
策
運
営
へ
と
大
き
く
転
換
し
、
こ
こ
に
六
〇
年
代
の
成
長
路
線
を
支
え
る
﹁
外
枠
﹂
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
︵
︶
F
ran
cisco
C
om
ín
,
BS
ector
p
ú
b
lico
y
crecim
ien
to
econ
óm
ico
en
la
d
ictad
u
ra
d
e
F
ran
co”,
en
P
ed
ro
T
ed
d
e
L
orca︵
ed
.︶,
E
l
estad
o
y
la
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m
od
ern
ización
econ
óm
ica︵
A
yer,
2
1
︶,M
ad
rid
,M
arcial
P
on
s,1996,p
.166
︵
︶
前
期
フ
ラ
ン
コ
体
制
の
農
業
政
策
を
、
機
構
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
M
ig
u
elÁ
n
g
eld
elA
rco
B
lan
co,L
as
alas
d
elA
ve
F
én
ix.L
a
políica
agraria
108
d
el
prim
er
fran
qu
ism
o︵
1
9
3
6
-1
9
5
9
︶,G
ran
ad
a,C
om
ares,2005
︵
︶
垂
直
組
合
全
国
代
表
サ
ン
ス
・
オ
リ
オ
︵
F
erm
ín
S
an
z
O
rrio︶
か
ら
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ク
エ
ス
タ
へ
の
信
書
︵
四
月
九
日
付
︶
も
参
照
。
A
G
A
,51/19019
109
︵
︶
BN
ota
en
relación
con
la
actu
al
situ
ación
p
olítica”,F
F
F
,807
110
︵
︶
B
O
E
,1951.7.20,n
ú
m
.201
111
︵
︶
B
arciela
y
otros,op.cit.,p
.161
112
︵
︶
IN
I
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
E
len
a
S
an
R
om
án
,E
jército
e
in
d
u
stria:
el
n
acim
ien
to
d
el
IN
I,B
arcelon
a,C
rítica,1999
113
︵
︶
B
arciela
y
otros,op.cit.,p
.163
114
︵
︶
M
orad
ielos,op.cit.,p
.123
115
︵
︶
A
rriba,1956.3.4,1956.11.1.
レ
オ
ン
県
で
は
三
月
の
通
達
に
よ
っ
て
、
左
官
見
習
い
、
日
雇
い
農
民
の
日
給
が
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
・
七
ペ
セ
タ
、
一
八
ペ
セ
タ
に
116
引
き
上
げ
ら
れ
た
︵
一
九
三
六
年
当
時
の
日
給
は
そ
れ
ぞ
れ
七
・
三
一
ペ
セ
タ
、
五
・
四
三
ペ
セ
タ
︶。
だ
が
こ
の
賃
上
げ
も
当
時
の
物
価
水
準
に
比
べ
る
と
不
十
分
で
あ
り
、
同
県
の
組
合
セ
ン
タ
ー
︵
C
en
tral
N
acion
al-S
in
d
icalista,C
N
S
︶
は
、
日
雇
い
労
働
者
の
日
給
を
七
〇
ペ
セ
タ
に
ま
で
上
げ
る
よ
う
要
請
し
た
と
い
う
。
V
íctor
F
ern
án
d
ez,op.cit.,p
.171
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︵︶
Ibid
.,p
.167
117
︵
︶
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
A
rriba,1955.7.12-17,A
G
A
,51/19045
118
︵
︶
S
án
ch
ez
B
ru
n
,op.cit.,p
p
.172-173
119
︵
︶
BN
otas
sob
re
la
situ
ación
p
olítica”,F
F
F
,10553
120
︵
︶
L
u
is
S
u
árez,F
ran
co:
C
rón
ica
d
e
u
n
tiem
po.
P
royectos
para
u
n
a
d
oble
estabilización
︵
D
esd
e
1
9
5
3
h
asta
1
9
6
1
︶,M
ad
rid
,A
ctas,2002,p
.242
121
︵
︶
戸
門
一
衛
は
、
ス
ペ
イ
ン
経
済
の
方
向
転
換
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
た
の
は
オ
プ
ス
・
デ
イ
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
五
〇
年
代
末
の
経
済
122
的
転
換
を
﹁
オ
プ
ス
・
デ
イ
・
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
改
革
﹂
と
し
て
の
み
位
置
づ
け
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
事
実
を
単
純
化
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。
戸
門
前
掲
、
四
三
ペ
ー
ジ
。
︵
︶
M
orad
ielos,op.cit.,p
.132
な
ど
。
123
︵
︶
B
O
E
,1957.2.26,n
ú
m
.57
124
︵
︶
L
óp
ez
R
od
ó,L
a
larga
m
arch
a
h
acia
la
M
on
arqu
ía,p
.121
125
︵
︶
H
isp
án
,op.cit.,p
.27
126
︵
︶
Ibid
.,p
.37
127
︵
︶
B
O
E
,1957.7.22,n
ú
m
.187
128
︵
︶
演
説
の
全
文
は
、
A
rriba,1957.7.16
129
終
わ
り
に
一
九
五
八
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
、
本
稿
で
見
て
き
た
政
治
的
変
容
の
帰
結
と
言
え
る
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ
る
。
ア
レ
ー
セ
案
の
挫
折
後
、
カ
レ
ー
ロ
が
基
本
法
計
画
を
引
き
(
)
継
ぎ
、
一
九
五
八
年
五
月
一
七
日
、
フ
ラ
ン
コ
は
﹁
国
民
運
動
原
則
法
130
︵
L
ey
d
e
P
rin
cip
ios
d
el
M
ov
im
ien
to
(
)
N
acion
al︶
﹂
を
宣
言
し
た
。
同
法
第
七
条
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
形
態
を
﹁
伝
統
的
、
カ
ト
131
リ
ッ
ク
的
、
社
会
的
、
代
表
制
的
王
政
﹂
と
規
定
し
て
い
る
な
ど
、
そ
の
内
容
は
結
局
、
継
承
法
な
ど
を
踏
襲
・
再
確
認
し
た
抽
象
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ア
レ
ー
セ
案
の
挫
折
と
﹁
原
則
法
﹂
の
成
立
は
、
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
脱
個
人
的
で
恒
常
的
な
体
制
に
自
ら
1950年代におけるフランコ体制の岐路（武藤 祥）
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を
改
造
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
全
て
の
勢
力
が
﹁
フ
ラ
ン
コ
後
﹂
に
は
何
ら
か
の
形
で
の
政
体
変
更
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
待
機
︵
＝
当
面
静
観
︶
の
姿
勢
に
入
っ
た
。
だ
が
、
当
事
者
た
ち
の
誰
も
が
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
に
、
フ
ラ
ン
コ
は
こ
の
後
一
九
七
五
年
ま
で
生
き
延
び
る
。
暫
定
的
と
了
解
さ
れ
た
が
た
め
に
非
争
点
化
さ
れ
た
政
体
が
、
そ
の
後
一
七
年
も
続
い
た
こ
と
は
、
歴
史
の
大
い
な
る
皮
肉
で
あ
(
)
っ
た
。
132
一
九
五
九
年
四
月
一
日
、
内
戦
終
結
二
〇
周
年
に
合
わ
せ
、
マ
ド
リ
ー
ド
郊
外
の
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
に
﹁
戦
没
者
の
谷
︵
V
al-
le
d
e
los
C
aíd
os︶
﹂
が
開
場
し
た
。
そ
の
名
の
通
り
内
戦
中
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
巨
大
な
霊
廟
に
、
内
戦
中
共
和
派
に
処
刑
さ
れ
た
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
創
設
者
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
が
二
番
目
の
序
列
で
埋
葬
さ
れ
た
︵
一
番
目
は
フ
ラ
ン
コ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
︶
。
そ
れ
は
、
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
も
彼
の
理
念
を
信
奉
し
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
の
教
義
に
基
づ
く
国
家
建
設
を
目
指
す
試
み
が
、﹁
未
完
の
革
命
﹂
の
ま
ま
終
焉
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
二
一
日
に
は
、
イ
ン
フ
レ
・
国
際
収
支
の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
や
、
輸
入
自
由
化
・
外
資
導
入
を
柱
と
す
る
﹁
経
済
安
定
化
計
画
﹂
の
導
入
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
労
使
の
代
表
者
に
よ
り
賃
金
の
直
接
交
渉
を
可
能
に
し
、
各
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
財
政
状
況
・
生
産
予
想
な
ど
に
応
じ
て
労
働
契
約
を
締
結
で
き
る
よ
う
に
し
た
﹁
労
働
協
約
法
︵
L
ey
d
e
C
on
v
en
ios
C
olecti-
v
os︶
﹂︵
一
九
五
八
年
四
月
二
四
日
成
立
︶
な
ど
と
と
も
に
、
介
入
主
義
・
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
終
焉
で
も
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
見
ら
れ
た
体
制
改
革
の
動
き
は
、
い
ず
れ
も
内
戦
直
後
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
統
治
様
式
が
直
面
し
た
限
界
を
克
服
す
る
べ
く
生
ま
れ
た
。
だ
が
、
体
制
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
の
拡
大
に
よ
っ
て
体
制
の
刷
新
・
活
性
化
を
目
指
す
試
み
は
、
結
果
的
に
政
治
的
不
安
定
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
政
府
は
再
び
閉
鎖
的
・
抑
圧
的
な
シ
ス
テ
ム
へ
と
逆
行
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
れ
以
降
、
体
制
を
支
持
し
な
が
ら
も
そ
の
根
本
的
改
革
を
目
指
す
動
き
︵
リ
ン
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
﹁
準
反
対
派
﹂︶
は
隘
路
に
陥
り
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
反
体
制
運
動
へ
と
変
容
し
て
い
く
。
ま
た
、
ア
レ
ー
セ
案
の
挫
折
と
﹁
原
則
法
﹂
の
玉
虫
色
的
内
容
は
、
多
様
な
政
治
勢
力
の
均
衡
の
上
に
成
り
立
つ
フ
ラ
ン
コ
体
制
を
、﹁
フ
ラ
ン
コ
な
き
フ
ラ
ン
コ
体
制
﹂
と
し
て
制
度
化
す
る
こ
と
が
極
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め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
新
た
な
政
治
的
正
統
性
の
確
立
に
失
敗
し
た
体
制
は
、
そ
の
支
配
を
人
々
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
統
治
の
﹁
実
効
性
﹂
を
高
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
、
ス
ペ
イ
ン
は
日
本
に
次
ぐ
経
済
成
長
率
を
記
録
し
、﹁
ス
ペ
イ
ン
の
奇
跡
﹂
と
も
謳
わ
れ
た
発
展
を
遂
げ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
本
章
で
述
べ
た
政
治
的
起
源
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
フ
ラ
ン
コ
体
制
に
お
い
て
、﹁
開
発
独
裁
﹂
の
特
徴
で
あ
る
﹁
経
済
発
展
の
た
め
に
政
治
参
加
を
抑
制
す
る
﹂
と
い
う
目
的
と
手
段
の
関
係
が
存
在
し
、
ま
た
政
権
当
事
者
が
そ
れ
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
﹁
政
治
参
加
抑
制
の
代
償
と
し
て
経
済
発
展
を
推
進
す
る
﹂
と
い
う
構
図
︱
い
わ
ば
﹁
正
統
性
﹂
と
﹁
実
効
性
﹂
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
︱
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
新
た
な
政
治
的
正
統
性
の
確
立
に
失
敗
し
た
結
果
形
成
さ
れ
た
、
意
図
せ
ざ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
体
制
は
、
経
済
発
展
を
達
成
し
て
も
失
敗
し
て
も
、
そ
の
権
威
主
義
的
支
配
を
正
当
化
す
る
根
拠
を
失
う
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
こ
と
と
(
)
な
る
。
133
本
稿
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
成
長
路
線
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
政
治
的
変
容
の
中
で
形
成
さ
れ
た
過
程
を
、
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
し
た
見
取
り
図
に
過
ぎ
な
い
。﹁
正
統
性
﹂
追
求
の
挫
折
と
﹁
実
効
性
﹂
追
及
へ
の
転
換
と
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
以
上
の
仮
説
的
結
論
を
提
示
し
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
し
た
い
。
︵
︶
ア
レ
ー
セ
案
挫
折
以
降
の
基
本
法
制
定
計
画
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
Á
lv
aro
F
erray
y
F
ern
an
d
o
d
e
M
eer,
BL
u
is
C
arrero
B
lan
co
y
el
p
rim
er
130
an
tep
roy
ecto
d
e
L
ey
es
F
u
n
d
am
en
tales
d
e
la
P
resid
en
cia
d
elG
ob
iern
o”
en
Jav
ier
T
u
sel
y
otros︵
cord
s.︶
E
l
R
égim
en
d
e
F
ran
co︵
1
9
3
6
-1
9
7
5
︶
T
om
o
,M
ad
rid
,U
N
E
D
,1992,な
ら
び
に
H
isp
án
,op.cit.,C
ap
ítu
lo
を
参
照
。
Ⅱ
Ⅰ
︵
︶
B
O
E
,1958.5.19,n
ú
m
.119
131
︵
︶
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
﹁
フ
ラ
ン
コ
の
存
命
中
に
限
っ
た
、﹃
暫
定
的
﹄
な
統
治
﹂
で
あ
る
と
い
う
自
己
規
定
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
体
制
の
持
続
可
能
性
に
影
響
132
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
武
藤
、﹁﹃
暫
定
性
﹄
と
﹃
持
続
力
﹄﹂、
前
掲
。
︵
︶
藤
原
帰
一
、﹁
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
冷
戦
・
開
発
﹂、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
、﹃
世
紀
シ
ス
テ
ム
開
発
主
義
﹄、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
133
20
4
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一
〇
三
-一
〇
四
ペ
ー
ジ
。
ま
た
武
田
康
裕
は
、
権
威
主
義
体
制
成
立
時
に
約
束
し
た
目
標
を
達
成
し
た
場
合
な
ど
に
﹁
老
朽
化
の
危
機
﹂
が
、
そ
し
て
目
標
の
実
現
に
失
敗
し
た
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
場
合
に
﹁
実
効
性
の
危
機
﹂
が
発
生
す
る
と
指
摘
す
る
。
武
田
康
裕
、﹃
民
主
化
の
比
較
政
治
︱
︱
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
体
制
変
動
過
程
︱
︱
﹄、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
七
五
-七
七
ペ
ー
ジ
。
︹
付
記
︺
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重
点
資
金
︵
立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
︶︵
個
人
研
究
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。未
公
刊
の
貴
重
な
博
士
論
文
を
貸
与
し
て
く
だ
さ
り
、
筆
者
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
ア
ル
バ
ロ
・
デ
・
デ
ィ
エ
ゴ
教
授
︵
マ
ド
リ
ー
ド
、
Ｃ
Ｅ
Ｕ
-サ
ン
パ
ブ
ロ
大
学
︶
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
第
二
章
は
、
こ
の
博
士
論
文
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
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